
凡　例

橋梁部門

容器部門

建築部門

補修・補強部門

大久川橋（p.26）

思惟花笑み大橋（p.28）

留春大橋（p.24）

早川 Bランプ橋 萬丈橋
床版取替工事（p.40）

LRT鬼怒川橋りょう（p.22）

中島高架橋（p.20）新九頭竜橋（p.18）
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♯003 new facesPCのニューフェイスたち
前年度に新たに誕生したPC構造物を特集しました。令和3年度に竣工、あるいは供用を開始した
PC構造物について景観、デザイン、施工、さらにPC技術への貢献、PC技術の普及拡大等の観点から
選考したもので、4部門から15作品を掲載しました。
これらの作品により、PC技術やPC構造物の素晴らしさ、あるいは社会資本整備に取り組む
私たちの真摯な姿をお伝えできればと願っております。

九頭竜川橋
床版取替工事（p.38）

岩城橋（p.14）

吉野川サンライズ大橋（p.16）伊平屋調整池（p.30）

早津江川橋 (A１～AP４)（p.12）

嘉麻市庁舎（p.32）

本町高架橋（上り線）
床版取替工事（p.34）

蓼野第二橋他３橋
床版取替工事（p.36）
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国
道
2
0
8
号
有
明
海
沿
岸
道
路
は
、

熊
本
県
熊
本
市
か
ら
佐
賀
県
鹿
島
市
に
至

る
地
域
高
規
格
道
路
で
令
和
４
年
６
月
現

在
、37
・
5
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
。本
道

路
は
、
沿
線
都
市
間
の
交
流
促
進
や
九
州

佐
賀
国
際
空
港
及
び
三
池
港
等
の
広
域
交

通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
っ
て

「
地
域
の
発
展
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
や
安
全
性
向

上
に
よ
っ
て「
生
活
の
利
便
性
向
上
」に
も

寄
与
す
る
道
路
で
あ
り
、
高
速
自
動
車
道

を
含
め
た
九
州
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
の
一
翼
も
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の

一
部
で
あ
る
早
津
江
川
橋
は
、
P
C
連
続

中
空
床
版
橋
、
P
C
連
結
プ
レ
テ
ン
床
版

橋
、鋼
連
続
非
合
成
箱
桁
橋
、鋼
連
続
中
路

ア
ー
チ
橋
で
構
成
さ
れ
る
全
長
8
5
4
m

の
橋
梁
で
あ
り
、
当
社
は
こ
の
う
ち
の
起

点
部
分
に
あ
た
る
「
P
C
4
径
間
連
続
中

空
床
版
橋
」の
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
橋
区
間
は
、開
通
日
が
決
定
し
て
い
た

た
め
、工
程
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、
ま
ず
発
注
当
初
の
施
工
方
法

（
上
り
線
施
工
完
了
後
、
下
り
線
の
施
工
）

か
ら
上
下
線
の
一
部
区
間
を
同
時
施
工
す

る
方
法
に
変
更
し
、工
程
の
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。ま
た
、
隣
接
す
る
工
区
と
同
時
期
の

発
注
で
あ
っ
た
た
め
、
工
区
境
界
部
分
の
施

工
に
お
い
て
多
く
の
日
程
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
本
工
区
の
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
各
工
区
間
で
の
工

程
表
を
共
有
し
、
施
工
日
程
と
工
事
用
道

路
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、各
工

区
の
施
工
が
干
渉
し
、
遅
延
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
工
程
管
理
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

主
桁
の
型
枠
組
立
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
型
枠
加
工
場
で
側
面
型
枠
・
張
出
床
版

型
枠
を
組
立
て
る
ユ
ニ
ッ
ト
化
と
上
り
線
か

ら
下
り
線
へ
の
転
用
に
よ
っ
て
、
施
工
日
数

削
減
お
よ
び
省
人
化
を
行
い
ま
し
た
。そ
の

後
の
主
桁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
お
い
て
は
、

支
保
工
の
沈
下
測
定
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
計

測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
支
保
工
支
柱
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
で
取
得
し
た
沈
下
量
デ
ー
タ
を
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
に
自
動
送
信
し
、
P
C
・
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
支
保
工

The bridges that play a role in ”regional development”
and “improving the convenience of daily life”

「地域の発展」と「生活の利便性向上」を担う橋

Hayatsuegawa Bridge(A1～AP4)

01.

の
沈
下
状
況
を
即
座
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
打
設
箇
所
や
打

設
速
度
の
把
握
が
容
易
と
な
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
出
荷
や
各
ポ
ン
プ
車
へ
の
生
コ
ン

車
配
置
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
こ
と
か
ら
、

品
質
向
上
に
資
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
工
事
を
通
し
て
、
九
州
の
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
一
部
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
全

員
が
誇
り
に
思
え
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。最
後
に
、沿
線
地
域
の
発

展
と
生
活
の
利
便
性
向
上
に
繋
が
る
有
明

海
沿
岸
道
路
の
1
日
で
も
早
い
全
線
開
通

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

  ﹇
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱ 

戸
高 

規
行
﹈

早津江川橋(A１～AP４)



佐賀
空港

バルーン
佐賀
バルーン
佐賀

鍋島

筑
後
川

早
津
江
川

444

208

208

385

442

442

443

207
264

嘉瀬南IC

大野島IC

大川東IC

柳川西IC

柳川東IC

三橋IC

徳益IC

大和北IC

大和南IC

大川中央IC

東与賀IC（仮）
空港西IC（仮）

空港東IC（仮）
川副IC（仮）

諸富IC（仮）
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国
道
2
0
8
号
有
明
海
沿
岸
道
路
は
、

熊
本
県
熊
本
市
か
ら
佐
賀
県
鹿
島
市
に
至

る
地
域
高
規
格
道
路
で
令
和
４
年
６
月
現

在
、37
・
5
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
。本
道

路
は
、
沿
線
都
市
間
の
交
流
促
進
や
九
州

佐
賀
国
際
空
港
及
び
三
池
港
等
の
広
域
交

通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
っ
て

「
地
域
の
発
展
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
や
安
全
性
向

上
に
よ
っ
て「
生
活
の
利
便
性
向
上
」に
も

寄
与
す
る
道
路
で
あ
り
、
高
速
自
動
車
道

を
含
め
た
九
州
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
の
一
翼
も
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の

一
部
で
あ
る
早
津
江
川
橋
は
、
P
C
連
続

中
空
床
版
橋
、
P
C
連
結
プ
レ
テ
ン
床
版

橋
、鋼
連
続
非
合
成
箱
桁
橋
、鋼
連
続
中
路

ア
ー
チ
橋
で
構
成
さ
れ
る
全
長
8
5
4
m

の
橋
梁
で
あ
り
、
当
社
は
こ
の
う
ち
の
起

点
部
分
に
あ
た
る
「
P
C
4
径
間
連
続
中

空
床
版
橋
」の
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
橋
区
間
は
、開
通
日
が
決
定
し
て
い
た

た
め
、工
程
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、
ま
ず
発
注
当
初
の
施
工
方
法

（
上
り
線
施
工
完
了
後
、
下
り
線
の
施
工
）

か
ら
上
下
線
の
一
部
区
間
を
同
時
施
工
す

る
方
法
に
変
更
し
、工
程
の
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。ま
た
、
隣
接
す
る
工
区
と
同
時
期
の

発
注
で
あ
っ
た
た
め
、
工
区
境
界
部
分
の
施

工
に
お
い
て
多
く
の
日
程
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
本
工
区
の
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
各
工
区
間
で
の
工

程
表
を
共
有
し
、
施
工
日
程
と
工
事
用
道

路
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、各
工

区
の
施
工
が
干
渉
し
、
遅
延
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
工
程
管
理
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

主
桁
の
型
枠
組
立
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
型
枠
加
工
場
で
側
面
型
枠
・
張
出
床
版

型
枠
を
組
立
て
る
ユ
ニ
ッ
ト
化
と
上
り
線
か

ら
下
り
線
へ
の
転
用
に
よ
っ
て
、
施
工
日
数

削
減
お
よ
び
省
人
化
を
行
い
ま
し
た
。そ
の

後
の
主
桁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
お
い
て
は
、

支
保
工
の
沈
下
測
定
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
計

測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
支
保
工
支
柱
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
で
取
得
し
た
沈
下
量
デ
ー
タ
を
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
に
自
動
送
信
し
、
P
C
・
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
支
保
工

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

早津江川橋（はやつえがわばし）

国土交通省 九州地方整備局
コーアツ工業㈱
福岡県大川市大字大野島
令和２年９月～令和３年12月
上り線：PC4径間連続中空床版橋
下り線：PC4径間連続中空床版橋

上り線：96.0m（全長 854.0ｍ）
下り線：96.0m（全長 854.0ｍ）
上り線：24.0m　下り線：24.0m
固定支保工

の
沈
下
状
況
を
即
座
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
打
設
箇
所
や
打

設
速
度
の
把
握
が
容
易
と
な
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
出
荷
や
各
ポ
ン
プ
車
へ
の
生
コ
ン

車
配
置
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
こ
と
か
ら
、

品
質
向
上
に
資
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
工
事
を
通
し
て
、
九
州
の
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
一
部
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
全

員
が
誇
り
に
思
え
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。最
後
に
、沿
線
地
域
の
発

展
と
生
活
の
利
便
性
向
上
に
繋
が
る
有
明

海
沿
岸
道
路
の
1
日
で
も
早
い
全
線
開
通

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

  ﹇
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱ 

戸
高 

規
行
﹈

▲ 施工状況写真

▲ 型枠のユニット化

▲ 鉄筋組立状況

▲ 支保工沈下測定状況

早津江川橋
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瀬
戸
内
海
し
ま
な
み
海
道
の
少
し
東
に

位
置
し
、
島
だ
け
か
ら
な
る
上
島
町
で
上
島

架
橋
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
事
業
は
、
全
国
で
も
ま
れ
な
離
島
同
士
の

合
併
に
よ
り
平
成
16
年
10
月
に
誕
生
し
た

上
島
町
の
生
活
基
盤
の
強
化
や
産
業
の
活

性
化
を
は
か
る
た
め
に
、
町
内
四
島
を
3
つ

の
長
大
橋
で
結
ぶ
事
業
で
す
。弓
削
大
橋

（
平
成
８
年
供
用
）、
生
名
橋（
平
成
23
年
供

用
）
に
続
い
て
3
番
目
と
な
る
岩
城
橋
の
建

設
に
よ
っ
て
県
道
岩
城
弓
削
線
（
ゆ
め
し
ま

海
道
）
が
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。開
通

に
よ
り
四
島
を
連
結
す
る
緊
急
輸
送
道
路

と
し
て
の
機
能
の
充
実
、
周
遊
す
る
観
光

ル
ー
ト
と
し
て
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
致
、さ

ら
に
は
3
つ
の
斜
張
橋
を
観
光
資
源
と
し
た

島
外
か
ら
の
交
流
の
促
進
、
そ
し
て
岩
城
島

か
ら
町
役
場
の
あ
る
弓
削
島
ま
で
の
通
勤

時
間
が
約
55
分
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、島
民
生

活
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
さ
れ
ま
す
。

　

岩
城
橋
は
、中
央
支
間
長
4
7
5
m
、主

塔
高
さ
1
3
2
m（
国
内
2
番
目
）と
国
内

有
数
の
規
模
と
な
り
ま
す
。主
桁
に
は
、側

径
間
は
P
C
桁
、
中
央
径
間
は
P
C
桁
と

鋼
桁
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
混
合
桁
と
し
て
い
る
の
は
、
島

と
島
を
つ
な
ぐ
長
い
中
央
径
間
に
対
し
て
、

側
径
間
が
短
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
造
を

成
立
さ
せ
る
た
め
で
す
。こ
の
主
塔
は
、頂

上
か
ら
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
周
辺
の
島
々
か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
巨
大
な
も
の
で
す
。

　

本
工
事
は
、
5
年
も
の
歳
月
を
か
け
た

大
規
模
上
下
部
工
事
で
あ
り
、基
礎
、橋
脚
、

主
塔
、P
C
桁
、鋼
桁
な
ど
多
種
多
様
な
工

種
が
あ
り
、
総
合
的
な
技
術
力
が
求
め
ら

れ
る
工
事
で
し
た
。な
か
で
も
主
桁
の
架

設
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
な
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。P
C
桁
は
、移
動
作
業
車
に
よ

る
片
持
架
設
、
固
定
支
保
工
に
よ
る
側
径

間
施
工
と
、
閉
合
部
は
吊
り
支
保
工
で
施

工
し
ま
し
た
。P
C
桁
と
鋼
桁
と
の
接
続

部
は
、
改
造
し
た
移
動
作
業
車
を
用
い
て
、

海
上
か
ら
接
合
桁
を
吊
り
上
げ
架
設
し
ま

し
た
。鋼
桁
は
、2
2
0
0
t
F
C
船
を
用

い
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
上
か
ら
の
一
括

架
設
と
、
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ズ
に
よ
る

片
持
施
工
で
架
設
し
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、
最
終
の
中
央
閉
合
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
は
、

ピ
ッ
タ
リ
な
長
さ
に
製
作
さ
れ
て
い
る
鋼

桁
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
め
込
む
た
め
に
、
主
桁

全
体
を
一
度
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
せ
る
と

い
っ
た
特
徴
的
な
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
8
月
に
中
央
閉
合
を
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
同
年
11
月
4
日
に
は
上
島

町
各
島
の
4
つ
の
小
学
校
の
全
生
徒
に
よ

る「
渡
り
初
め
」を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
、令
和
4
年
3
月
20
日
に
は
開

通
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
岩
城
橋
開
通

と
な
り
ま
し
た
。ま
さ
に
夢
の
架
け
橋
の

完
成
で
す
。こ
れ
ら
の
海
上
に
架
か
る
三

橋
を
巡
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
風
景
を
探

し
て
い
た
だ
く
旅
を
お
ス
ス
メ
致
し
ま
す
。

　
　
　

 ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱ 

伊
藤 

拓
也
﹈

橋 名

発 注 者 名

施 工 会 社 名

施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

岩城橋 （いわぎはし）

愛媛県
三井住友建設・三井住友建設鉄構エンジニア
リング・昭和コンクリート工業 JV
愛媛県越智郡上島町岩城～生名
平成29年３月～令和４年２月
鋼・コンクリート混合 5径間連続斜張橋
生名島側の 368.1m（全長 735.0m）
475.0m
PC桁：片持架設、固定支保工
鋼桁：FC船およびエレクションノーズによる 
　　　片持架設

▲ エレクションノーズによる架設状況

▲ 小学生による渡り初め

▲ PC桁部架設状況

▲ ゆめしま海道

大三島

伯方島

因島

生口島

弓削島

佐島

生名島

岩城島

呉線
安芸幸崎安芸幸崎

須波

317

185

317

因島北IC

因島南IC

大三島IC

伯方島IC

生口島北IC

生口島南IC

岩城橋

弓削大橋

生名橋
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吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋
は
、
一
級
河

川
吉
野
川
に
架
か
る
延
長
1
・
7
㎞
の
橋

梁
で
徳
島
南
部
自
動
車
道
の
徳
島
J
C
T

か
ら
徳
島
沖
洲
I
C
間
4
・
7
㎞
の
一
部

に
な
り
ま
す
。本
橋
を
含
む
徳
島
南
部
自

動
車
道
は
、「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
一
部
を
担
う
高
速
自
動
車
国
道
で

す
。周
辺
の
主
要
完
成
道
路
で
あ
る
国
道

11
号
と
55
号
は
慢
性
的
に
渋
滞
し
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
時
に
は
津
波
に

よ
り
4
m
程
度
浸
水
す
る
区
域
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。本
自
動
車
道
は
最
大
津
波
浸

水
深
さ
よ
り
高
く
位
置
し
、
災
害
時
に
は

緊
急
車
両
や
救
急
物
資
を
運
ぶ「
命
の
道
」

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
吉
野
川
河
口
部
に
位
置
し
、
当

地
域
に
は
貴
重
な
干
潟
が
あ
る
た
め
、
往

来
す
る
渡
り
鳥
な
ど
に
配
慮
し
、
主
塔
や

ケ
ー
ブ
ル
の
な
い
桁
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

架
橋
地
点
の
海
底
に
生
息
す
る
多
種
多
様

な
底
生
生
物
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
橋
脚

数
を
減
ら
し
て
支
間
長
を
1
3
0
m
と
す

る
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
と
建
設
工
事

の
両
立
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
本
橋
の
建
設
は
ま
さ

に
自
然
と
の
闘
い
で
し
た
。吉
野
川
は
別

名「
四
国
三
郎
」と
呼
ば
れ
る
暴
れ
川
と
し

て
有
名
で
す
。架
橋
地
点
は
海
上
の
波
と

吉
野
川
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
り
、
複
雑
な
海

流
が
生
じ
る
海
域
で
す
。複
雑
な
海
流
に

よ
り
、
何
日
も
工
事
が
連
続
で
止
ま
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

気
象
条
件
や
浚
渫
工
事
の
追
加
な
ど
想

定
を
上
回
る
難
工
事
と
な
り
、
計
画
通
り

の
工
事
進
捗
が
図
れ
ず
時
間
を
要
し
ま
し

た
。ま
た
、
河
川
内
で
行
う
工
事
の
た
め
、

当
初
は
出
水
期
の
6
〜
10
月
に
現
場
を
閉

鎖
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
水
期
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

河
川
管
理
者
等
関
係
機
関
の
了
承
を
得
ら

れ
令
和
元
年
6
月
か
ら
通
年
施
工
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
施
工
条
件
の
た
め
、
上
部
工
を
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
で
施
工
す
る

Building the “life-saving road” over the Yoshino River
一級河川吉野川に「命の道」を架ける

Yoshinogawa Sunrise Bridge

吉野川
サンライズ大橋

03.

こ
と
に
し
ま
し
た
。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン

ト
工
法
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
現
場
ヤ
ー
ド
で

分
割
し
て
製
作
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
を
架
橋

地
点
で
接
合
し
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
一

体
化
す
る
工
法
で
す
。本
橋
で
は
セ
グ
メ
ン

ト
を
4
9
0
個
（
高
さ
3
・
5
〜
8
・

0
m
、重
量
70
〜
1
0
0
t
）製
作
し
架
設

し
ま
し
た
。こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
架
設
す
る

た
め
の
架
設
桁（
全
長
3
1
8
・
8
m
、
鋼

重
1
9
8
2
t
）
も
新
規
で
製
作
し
ま
し

た
。架
設
桁
は
1
ス
パ
ン
の
架
設
が
終
わ
る

毎
に
1
3
0
m
前
方
へ
移
動
さ
せ
ま
す
。こ

の
と
き
、
先
端
が
6
・
5
m
た
わ
み
ま
す
。

今
で
は
笑
い
話
で
す
が
、
地
元
の
方
か
ら
橋

の
架
設
が
失
敗
し
た
の
で
は
と
心
配
さ
れ

事
務
所
に
ま
で
電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
橋
は
四
国
お
よ
び
徳
島
県
の

東
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。徳
島
市
街
や

吉
野
川
上
流
か
ら
見
る
と
本
橋
か
ら
朝
日

が
あ
が
る
こ
と
か
ら
「
吉
野
川
サ
ン
ラ
イ

ズ
大
橋
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。四
国
地
域

お
よ
び
徳
島
県
の
発
展
が
朝
日
の
よ
う
駆

け
上
が
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

                ﹇
鹿
島
建
設
㈱ 

山
口 

統
央
﹈
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吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋
は
、
一
級
河

川
吉
野
川
に
架
か
る
延
長
1
・
7
㎞
の
橋

梁
で
徳
島
南
部
自
動
車
道
の
徳
島
J
C
T

か
ら
徳
島
沖
洲
I
C
間
4
・
7
㎞
の
一
部

に
な
り
ま
す
。本
橋
を
含
む
徳
島
南
部
自

動
車
道
は
、「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
一
部
を
担
う
高
速
自
動
車
国
道
で

す
。周
辺
の
主
要
完
成
道
路
で
あ
る
国
道

11
号
と
55
号
は
慢
性
的
に
渋
滞
し
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
時
に
は
津
波
に

よ
り
4
m
程
度
浸
水
す
る
区
域
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。本
自
動
車
道
は
最
大
津
波
浸

水
深
さ
よ
り
高
く
位
置
し
、
災
害
時
に
は

緊
急
車
両
や
救
急
物
資
を
運
ぶ「
命
の
道
」

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
吉
野
川
河
口
部
に
位
置
し
、
当

地
域
に
は
貴
重
な
干
潟
が
あ
る
た
め
、
往

来
す
る
渡
り
鳥
な
ど
に
配
慮
し
、
主
塔
や

ケ
ー
ブ
ル
の
な
い
桁
橋
を
採
用
し
ま
し
た
。

架
橋
地
点
の
海
底
に
生
息
す
る
多
種
多
様

な
底
生
生
物
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
橋
脚

数
を
減
ら
し
て
支
間
長
を
1
3
0
m
と
す

る
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
と
建
設
工
事

の
両
立
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
本
橋
の
建
設
は
ま
さ

に
自
然
と
の
闘
い
で
し
た
。吉
野
川
は
別

名「
四
国
三
郎
」と
呼
ば
れ
る
暴
れ
川
と
し

て
有
名
で
す
。架
橋
地
点
は
海
上
の
波
と

吉
野
川
の
流
れ
が
ぶ
つ
か
り
、
複
雑
な
海

流
が
生
じ
る
海
域
で
す
。複
雑
な
海
流
に

よ
り
、
何
日
も
工
事
が
連
続
で
止
ま
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

気
象
条
件
や
浚
渫
工
事
の
追
加
な
ど
想

定
を
上
回
る
難
工
事
と
な
り
、
計
画
通
り

の
工
事
進
捗
が
図
れ
ず
時
間
を
要
し
ま
し

た
。ま
た
、
河
川
内
で
行
う
工
事
の
た
め
、

当
初
は
出
水
期
の
6
〜
10
月
に
現
場
を
閉

鎖
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
水
期
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

河
川
管
理
者
等
関
係
機
関
の
了
承
を
得
ら

れ
令
和
元
年
6
月
か
ら
通
年
施
工
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
施
工
条
件
の
た
め
、
上
部
工
を
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
で
施
工
す
る

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長

架 設 方 法

吉野川サンライズ大橋
（よしのがわさんらいずおおはし）

西日本高速道路㈱
鹿島建設・三井住友建設・東洋建設 JV
徳島県徳島市川内町旭野～東沖洲
平成28年２月～令和４年７月
PC15径間連続箱桁橋
1696.5m
130.0m
プレキャストセグメント工法による
片持架設、固定式支保工

こ
と
に
し
ま
し
た
。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン

ト
工
法
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
現
場
ヤ
ー
ド
で

分
割
し
て
製
作
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
を
架
橋

地
点
で
接
合
し
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
一

体
化
す
る
工
法
で
す
。本
橋
で
は
セ
グ
メ
ン

ト
を
4
9
0
個
（
高
さ
3
・
5
〜
8
・

0
m
、重
量
70
〜
1
0
0
t
）製
作
し
架
設

し
ま
し
た
。こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
架
設
す
る

た
め
の
架
設
桁（
全
長
3
1
8
・
8
m
、
鋼

重
1
9
8
2
t
）
も
新
規
で
製
作
し
ま
し

た
。架
設
桁
は
1
ス
パ
ン
の
架
設
が
終
わ
る

毎
に
1
3
0
m
前
方
へ
移
動
さ
せ
ま
す
。こ

▲ 架設桁送り出し

▲ 吉野川河口に昇る朝日と吉野川サンライズ大橋

▲ 台風による波を受ける橋梁

の
と
き
、
先
端
が
6
・
5
m
た
わ
み
ま
す
。

今
で
は
笑
い
話
で
す
が
、
地
元
の
方
か
ら
橋

の
架
設
が
失
敗
し
た
の
で
は
と
心
配
さ
れ

事
務
所
に
ま
で
電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
橋
は
四
国
お
よ
び
徳
島
県
の

東
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。徳
島
市
街
や

吉
野
川
上
流
か
ら
見
る
と
本
橋
か
ら
朝
日

が
あ
が
る
こ
と
か
ら
「
吉
野
川
サ
ン
ラ
イ

ズ
大
橋
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。四
国
地
域

お
よ
び
徳
島
県
の
発
展
が
朝
日
の
よ
う
駆

け
上
が
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

                ﹇
鹿
島
建
設
㈱ 

山
口 

統
央
﹈

徳島自動車
道

高
松
自
動
車
道

徳島阿波
おどり空港

吉野川

淡路島南IC

白鳥大内IC 鳴門北IC

松茂
スマートIC

鳴門IC

徳島IC

藍住IC
土成IC

板野IC

引田IC

11

55

11

28

318

192

438

徳島沖洲IC

徳島津田IC

吉野川
サンライズ大橋

小松島IC
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新
九
頭
竜
橋
は
、
福
井
市
開
発
町
を
起

点
と
し
坂
井
市
に
至
る
４
車
線
の
一
般
県

道
福
井
森
田
丸
岡
線
の
九
頭
竜
川
に
架
か

る
橋
梁
で
、
橋
長
が
約
4
1
5
ｍ
の
7
径

間
連
続
の
P
C
箱
桁
橋
で
す
。

　

周
辺
地
域
に
お
い
て
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
交
通
の
円
滑
化
、

広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
で
す
。

　

下
部
工
・
新
幹
線
橋
は
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
発
注
で
、
下
部

工
を
併
用
し
新
幹
線
橋
を
真
ん
中
に
、
両

側
に
道
路
橋
上
下
線
が
通
る
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。下
部
工
を
一
体
構
造
と
す
る

こ
と
で
、橋
脚
の
本
数
が
減
り
、工
期
短
縮

や
コ
ス
ト
削
減
、
河
川
の
阻
害
率
の
減
少

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

新
九
頭
竜
橋
は
、
日
本
初
と
な
る
道
路

と
新
幹
線
併
用
橋
の
下
部
工
一
体
構
造
と

な
っ
て
い
て
、
新
幹
線
橋
を
挟
ん
だ
両
側

に
道
路
橋
上
下
線
が
通
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。下
部
工
を
一
体
構
造
と
す
る
こ

と
で
、橋
脚
の
本
数
が
減
り
、工
期
短
縮
や

コ
ス
ト
削
減
、
河
川
の
阻
害
率
の
減
少
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

本
橋
の
施
工
は
河
川
内
で
あ
る
た
め
、

出
水
期
は
工
事
中
断
と
な
り
施
工
可
能
な

期
間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
新
幹

線
橋
工
事
が
隣
接
し
た
中
で
の
施
工
と
な

る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
制
限
・
制
約
に
よ

る
課
題
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
お

こ
な
っ
て
施
工
を
し
ま
し
た
。

本
橋
に
お
け
る
施
工
の
特
徴
と
課
題
と
し

て
4
つ
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
は
新
幹
線
橋
の
橋
体
工
事
の

進
捗
率
に
合
わ
せ
た
7
径
間
連
続
P
C
箱

桁
の
内
の
3
・
5
径
間
で
右
左
岸
分
離
発

注
で
あ
る
こ
と
。

　

ふ
た
つ
目
が
河
川
内
で
の
施
工
で
あ
る

た
め
、
非
出
水
期
と
い
う
施
工
時
期
の
制

限
を
受
け
、
出
水
期
前
に
は
河
川
内
に
あ

る
仮
橋
構
台
・
ワ
ー
ゲ
ン
材
・
資
機
材
・

敷
鉄
板
お
よ
び
工
事
用
道
路
は
す
べ
て
撤

去
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

3
つ
目
に
道
路
橋
と
新
幹
線
橋
の
下
部

工
一
体
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
施
工
中
の

新
幹
線
橋
と
柱
頭
部
の
支
保
工
や
ワ
ー
ゲ

The bridge where people can feel close to the Shinkansen and run side by side
新幹線を間近で感じ並走できる橋

Shinkuzuryu Bridge
新九頭竜橋04.

か
い
ほ
つ
ち
ょ
う

ン
と
い
っ
た
部
材
の
干
渉
防
止
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。

　

4
つ
目
に
本
橋
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
で
は

な
い
た
め
、
張
出
し
施
工
時
は
下
部
工
と

橋
桁
を
鉛
直
鋼
棒
で
緊
張
し
て
仮
支
承
構

造
と
し
、
閉
合
完
了
後
の
仮
支
承
の
解
放

順
序
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

安
全
・
品
質
に
配
慮
し
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
に
約
３
年
を
費
や
す
工

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
故
な
く
橋
体
を

令
和
3
年
6
月
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。安
全
な
施
工
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
細
や
か
な
管
理
と
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
で
、
1
0
0
年
の
耐
久
性
を
持
っ
た

品
質
の
良
い
構
造
物
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
小
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
多
く
の
学
生
が
見
学
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
工
事

現
場
を
間
近
で
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
て

く
れ
た
こ
と
で
、
物
造
り
の
楽
し
さ
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
い
次
世
代
の
担
い
手
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
橋
は
令
和
4
年
10
月
22
日
に
開
通
で

す
。全
国
初
の
道
路
と
新
幹
線
の
併
用
橋

を
ぜ
ひ
見
て
・
渡
っ
て
い
た
だ
き
、末
永
く
、

皆
さ
ま
方
に
愛
さ
れ
続
け
る
橋
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　

     ﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス 

冨
永 

啓
元
﹈
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新
九
頭
竜
橋
は
、
福
井
市
開
発
町
を
起

点
と
し
坂
井
市
に
至
る
４
車
線
の
一
般
県

道
福
井
森
田
丸
岡
線
の
九
頭
竜
川
に
架
か

る
橋
梁
で
、
橋
長
が
約
4
1
5
ｍ
の
7
径

間
連
続
の
P
C
箱
桁
橋
で
す
。

　

周
辺
地
域
に
お
い
て
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
交
通
の
円
滑
化
、

広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
で
す
。

　

下
部
工
・
新
幹
線
橋
は
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
発
注
で
、
下
部

工
を
併
用
し
新
幹
線
橋
を
真
ん
中
に
、
両

側
に
道
路
橋
上
下
線
が
通
る
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。下
部
工
を
一
体
構
造
と
す
る

こ
と
で
、橋
脚
の
本
数
が
減
り
、工
期
短
縮

や
コ
ス
ト
削
減
、
河
川
の
阻
害
率
の
減
少

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

新
九
頭
竜
橋
は
、
日
本
初
と
な
る
道
路

と
新
幹
線
併
用
橋
の
下
部
工
一
体
構
造
と

な
っ
て
い
て
、
新
幹
線
橋
を
挟
ん
だ
両
側

に
道
路
橋
上
下
線
が
通
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。下
部
工
を
一
体
構
造
と
す
る
こ

と
で
、橋
脚
の
本
数
が
減
り
、工
期
短
縮
や

コ
ス
ト
削
減
、
河
川
の
阻
害
率
の
減
少
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

本
橋
の
施
工
は
河
川
内
で
あ
る
た
め
、

出
水
期
は
工
事
中
断
と
な
り
施
工
可
能
な

期
間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
新
幹

線
橋
工
事
が
隣
接
し
た
中
で
の
施
工
と
な

る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
制
限
・
制
約
に
よ

る
課
題
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
お

こ
な
っ
て
施
工
を
し
ま
し
た
。

本
橋
に
お
け
る
施
工
の
特
徴
と
課
題
と
し

て
4
つ
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
は
新
幹
線
橋
の
橋
体
工
事
の

進
捗
率
に
合
わ
せ
た
7
径
間
連
続
P
C
箱

桁
の
内
の
3
・
5
径
間
で
右
左
岸
分
離
発

注
で
あ
る
こ
と
。

　

ふ
た
つ
目
が
河
川
内
で
の
施
工
で
あ
る

た
め
、
非
出
水
期
と
い
う
施
工
時
期
の
制

限
を
受
け
、
出
水
期
前
に
は
河
川
内
に
あ

る
仮
橋
構
台
・
ワ
ー
ゲ
ン
材
・
資
機
材
・

敷
鉄
板
お
よ
び
工
事
用
道
路
は
す
べ
て
撤

去
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

3
つ
目
に
道
路
橋
と
新
幹
線
橋
の
下
部

工
一
体
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
施
工
中
の

新
幹
線
橋
と
柱
頭
部
の
支
保
工
や
ワ
ー
ゲ

ン
と
い
っ
た
部
材
の
干
渉
防
止
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。

　

4
つ
目
に
本
橋
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
で
は

な
い
た
め
、
張
出
し
施
工
時
は
下
部
工
と

橋
桁
を
鉛
直
鋼
棒
で
緊
張
し
て
仮
支
承
構

造
と
し
、
閉
合
完
了
後
の
仮
支
承
の
解
放

順
序
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

安
全
・
品
質
に
配
慮
し
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
に
約
３
年
を
費
や
す
工

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
故
な
く
橋
体
を

令
和
3
年
6
月
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。安
全
な
施
工
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
細
や
か
な
管
理
と
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
で
、
1
0
0
年
の
耐
久
性
を
持
っ
た

▲ 架設風景▲ 架設風景

▲ 現場見学会

丸岡

森田

春江

福井

九
頭
竜
川

305

416

8

福井IC

丸岡IC

福井北IC

北
陸
自
動
車
道

新九頭竜橋

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

新九頭竜橋（しんくずりゅうばし）

福井県
㈱日本ピーエス
福井県福井市中藤新保町～上野本町地先
平成31年３月～令和３年６月
PC7径間連続箱桁橋
416.6m
65.0m
片持架設

品
質
の
良
い
構
造
物
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
小
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
多
く
の
学
生
が
見
学
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
工
事

現
場
を
間
近
で
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
て

く
れ
た
こ
と
で
、
物
造
り
の
楽
し
さ
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
い
次
世
代
の
担
い
手
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
橋
は
令
和
4
年
10
月
22
日
に
開
通
で

す
。全
国
初
の
道
路
と
新
幹
線
の
併
用
橋

を
ぜ
ひ
見
て
・
渡
っ
て
い
た
だ
き
、末
永
く
、

皆
さ
ま
方
に
愛
さ
れ
続
け
る
橋
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　

     ﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス 

冨
永 

啓
元
﹈

北
陸
新
幹
線
（
令
和
5
年
度
末
開
業
予
定
）
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中
島
高
架
橋
は
、
新
東
名
高
速
道
路
の

新
秦
野
Ｉ
Ｃ
〜
新
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
区
間
の一
部

で
、
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
に
位
置
し
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
工
事
用
道
路
の
整
備
か
ら

着
手
し
、橋
梁
上
下
部
工
を
構
築
し
、全
工

事
期
間
が
７
年
に
も
及
ぶ
大
規
模
工
事
で

し
た
。工
事
用
道
路
は
、富
士
山
の
火
山
灰

が
積
も
っ
た
急
峻
な
地
形
だ
っ
た
た
め
、

施
工
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。下
部
工
は
、

最
大
橋
脚
高
46
ｍ
で
、
全
14
基
を
構
築
し

ま
し
た
が
、工
程
短
縮
の
た
め
に
、鋼
管
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
構
造
橋
脚
を
採
用
し

ま
し
た
。上
部
工
は
、橋
長
が
上
り
線
５
０

５
ｍ
、下
り
線
４
８
１
ｍ
、最
大
支
間
長
89

ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋

で
、
最
大
８
基
の
移
動
作
業
車
を
用
い
て
、

片
持
架
設
工
法
に
て
施
工
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
近
年
の
人

手
不
足
に
加
え
、
施
工
時
期
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
業
と
重
複
し
た
こ
と
で
、
作
業

員
確
保
が
困
難
な
中
で
、
工
程
を
遅
ら
せ

る
こ
と
な
く
か
つ
品
質
確
保
し
た
施
工
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、上
部
工
の
施
工
で
は
、ふ
た
つ
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
目
は
、
柱
頭
部
施
工
の
合
理
化

で
す
。一
般
的
な
柱
頭
部
長
12
ｍ
を
９
ｍ

に
縮
小
す
る
こ
と
で
、
施
工
数
量
を
縮
小

し
、
時
間
の
か
か
る
柱
頭
部
の
施
工
日
数

を
短
縮
し
ま
し
た
。ま
た
、柱
頭
部
の
縮
小

化
に
伴
い
、張
出
し
施
工
で
は
、一
般
的
に

柱
頭
部
上
に
２
基
の
移
動
作
業
車
を
用
い

て
同
時
に
張
出
し
施
工
を
開
始
し
ま
す
が
、

最
初
の
１
Ｂ
Ｌ
目
は
１
基
ず
つ
を
用
い
て

片
側
ず
つ
施
工
を
行
う
方
法
へ
変
更
し
、

柱
頭
部
の
縮
小
化
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
短
く
し
た
柱
頭
部
長
を
補
う
た

め
、
３
Ｂ
Ｌ
以
降
の
張
出
し
施
工
に
お
い

て
、
移
動
作
業
車
の
能
力
を
考
慮
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
０
・
５
ｍ
ず
つ
増
加
さ
せ
る

こ
と
で
、
一
般
的
な
片
持
架
設
工
法
と
同

等
の
張
出
し
ブ
ロ
ッ
ク
数
お
よ
び
張
出
し

長
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
ふ
た
つ
目
は
、壁
高
欄
に
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ブ
チ

ラ
ー
ル
樹
脂
を
鉄
筋
表
面
に
被
覆
し
、
そ
の

上
に
珪
砂
を
付
着
さ
せ
た
防
食
鉄
筋
を
採

用
し
ま
し
た
。こ
の
鉄
筋
は
、
鉄
筋
曲
げ
加 New major transport artery connecting the Capital area and the Chukyo area

首都圏と中京圏を結ぶ新たな大動脈

Nakajima viaduct
中島高架橋05.

工
時
の
被
覆
部
の
損
傷
を
防
ぎ
、品
質
向
上

に
寄
与
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
普
通
鉄
筋
と

同
等
以
上
の
付
着
応
力
を
有
し
て
い
る
た
め
、

継
手
部
の
鉄
筋
数
量
を
削
減
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
工
事
で
は
、
発
注
者
と
施
工
者

が一
体
と
な
り
地
元
や
そ
の
他
多
く
の
見
学

者
の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
箱
桁
橋
の
内
部
や
施
工
中
の

見
学
、完
成
し
た
橋
を
徒
歩
で
渡
る
体
験
を

通
し
て
、
工
事
を
身
近
に
感
じ
建
設
業
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

新
東
名
高
速
道
路
の
一
部
で
あ
る
本
橋

が
、
首
都
圏
と
中
京
圏
を
結
ぶ
新
た
な
大

動
脈
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
一

助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

     ﹇
㈱
大
林
組　

翠 

丈
志
﹈
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中
島
高
架
橋
は
、
新
東
名
高
速
道
路
の

新
秦
野
Ｉ
Ｃ
〜
新
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
区
間
の一
部

で
、
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
に
位
置
し
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
工
事
用
道
路
の
整
備
か
ら

着
手
し
、橋
梁
上
下
部
工
を
構
築
し
、全
工

事
期
間
が
７
年
に
も
及
ぶ
大
規
模
工
事
で

し
た
。工
事
用
道
路
は
、富
士
山
の
火
山
灰

が
積
も
っ
た
急
峻
な
地
形
だ
っ
た
た
め
、

施
工
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。下
部
工
は
、

最
大
橋
脚
高
46
ｍ
で
、
全
14
基
を
構
築
し

ま
し
た
が
、工
程
短
縮
の
た
め
に
、鋼
管
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
構
造
橋
脚
を
採
用
し

ま
し
た
。上
部
工
は
、橋
長
が
上
り
線
５
０

５
ｍ
、下
り
線
４
８
１
ｍ
、最
大
支
間
長
89

ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋

で
、
最
大
８
基
の
移
動
作
業
車
を
用
い
て
、

片
持
架
設
工
法
に
て
施
工
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
近
年
の
人

手
不
足
に
加
え
、
施
工
時
期
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
業
と
重
複
し
た
こ
と
で
、
作
業

員
確
保
が
困
難
な
中
で
、
工
程
を
遅
ら
せ

る
こ
と
な
く
か
つ
品
質
確
保
し
た
施
工
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、上
部
工
の
施
工
で
は
、ふ
た
つ
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
目
は
、
柱
頭
部
施
工
の
合
理
化

で
す
。一
般
的
な
柱
頭
部
長
12
ｍ
を
９
ｍ

に
縮
小
す
る
こ
と
で
、
施
工
数
量
を
縮
小

し
、
時
間
の
か
か
る
柱
頭
部
の
施
工
日
数

を
短
縮
し
ま
し
た
。ま
た
、柱
頭
部
の
縮
小

化
に
伴
い
、張
出
し
施
工
で
は
、一
般
的
に

柱
頭
部
上
に
２
基
の
移
動
作
業
車
を
用
い

て
同
時
に
張
出
し
施
工
を
開
始
し
ま
す
が
、

最
初
の
１
Ｂ
Ｌ
目
は
１
基
ず
つ
を
用
い
て

片
側
ず
つ
施
工
を
行
う
方
法
へ
変
更
し
、

柱
頭
部
の
縮
小
化
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
短
く
し
た
柱
頭
部
長
を
補
う
た

め
、
３
Ｂ
Ｌ
以
降
の
張
出
し
施
工
に
お
い

て
、
移
動
作
業
車
の
能
力
を
考
慮
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
０
・
５
ｍ
ず
つ
増
加
さ
せ
る

こ
と
で
、
一
般
的
な
片
持
架
設
工
法
と
同

等
の
張
出
し
ブ
ロ
ッ
ク
数
お
よ
び
張
出
し

長
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
ふ
た
つ
目
は
、壁
高
欄
に
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ブ
チ

ラ
ー
ル
樹
脂
を
鉄
筋
表
面
に
被
覆
し
、
そ
の

上
に
珪
砂
を
付
着
さ
せ
た
防
食
鉄
筋
を
採

用
し
ま
し
た
。こ
の
鉄
筋
は
、
鉄
筋
曲
げ
加

工
時
の
被
覆
部
の
損
傷
を
防
ぎ
、品
質
向
上

に
寄
与
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
普
通
鉄
筋
と

同
等
以
上
の
付
着
応
力
を
有
し
て
い
る
た
め
、

継
手
部
の
鉄
筋
数
量
を
削
減
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
工
事
で
は
、
発
注
者
と
施
工
者

が一
体
と
な
り
地
元
や
そ
の
他
多
く
の
見
学

者
の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
箱
桁
橋
の
内
部
や
施
工
中
の

見
学
、完
成
し
た
橋
を
徒
歩
で
渡
る
体
験
を

通
し
て
、
工
事
を
身
近
に
感
じ
建
設
業
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

新
東
名
高
速
道
路
の
一
部
で
あ
る
本
橋

が
、
首
都
圏
と
中
京
圏
を
結
ぶ
新
た
な
大

動
脈
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
一

助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

     ﹇
㈱
大
林
組　

翠 

丈
志
﹈

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

中島高架橋（なかじまこうかきょう）

中日本高速道路㈱
㈱大林組
静岡県駿東郡小山町中島～柳島
平成27年７月～令和４年８月
上下線：PC7径間連続ラーメン箱桁橋
上り線：505.0m　下り線：481.0m
上下線：89.0m
片持架設

▲ 鋼管・コンクリート複合構造橋脚 施工状況

▲ ４橋同時張出施工の最盛期

▲ 新しい防食鉄筋を採用した壁高欄の施工立況

▲ 柱頭部の合理化施工状況（移動作業車１台での施工）

山中湖
丹沢湖

138

138

246

469

413

新御殿場IC

御殿場IC

足柄
スマートIC

新
東
名
高
速
道
路

東名高速道路

御
殿
場
線

中島高架橋

新東名高速道路
（令和5年度開通予定）
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5
m
の
上
下
部
工
事
を
担
当
し
ま
し
た
。

鬼
怒
川
の
河
川
内
工
事
は
水
量
が
少
な
く

な
る
11
月
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
の
渇
水
期

し
か
現
場
を
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、工
事
最
盛
期

に
は
右
左
岸
で
合
計
8
橋
脚
の
施
工
が
同

時
進
行
し
ま
す
。仮
締
切
り
や
、ヤ
ー
ド
造

成
と
い
っ
た
仮
設
工
事
を
速
や
か
に
実
施

し
、
本
体
工
事
に
十
分
な
日
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
工
程
進
捗
の
大
き
な
鍵
と
な
り

ま
し
た
。右
左
岸
両
工
区
J
V
共
同
で
効

率
的
な
施
工
計
画
を
立
案
し
、
河
川
協
議

に
て
、
施
主
な
ら
び
に
河
川
管
理
者
の
了

承
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
仮
設
工
程
が
短

縮
さ
れ
、
当
初
の
施
工
工
程
も
大
幅
に
短

縮
し
、
工
事
着
手
か
ら
約
３
か
月
の
歳
月

Construction of the bridge of superstructure and substructure
in three consecutive dry seasons

３渇水期におよぶ橋梁上下部工事の施工

LRT Kinugawa Bridge
LRT鬼怒川橋りょう06.

を
費
や
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

下
部
構
造
形
式
は
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
基
礎
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。工
法

の
特
徴
を
活
か
し
、被
圧
地
下
水
の
存
在
下

で
、玉
石
の
出
現
が
多
く
想
定
さ
れ
る
地
盤

に
お
い
て
も
、
着
実
な
工
事
進
捗
を
確
保
し

ま
し
た
。上
部
工
の
架
設
で
は
通
常
の
移
動

作
業
車
よ
り
も
施
工
能
力
の
高
い
大
型
移

動
作
業
車
を
採
用
し
ま
し
た
。通
常
は
3
・

5
m
〜
4
・
0
m
程
度
の
実
績
が
多
い
張

出
し
施
工
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
す
が
、
本
工
事

で
は
最
大
で
5
m
ま
で
伸
ば
す
こ
と
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
低
減
し
、
張
出
し
サ
イ
ク
ル
工

程
の
短
縮
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
の
冬
は
日
光
男
体
山
か
ら
の
季

節
風
の
影
響
で
非
常
に
寒
い
で
す
。強
風

▲ LRTと鬼怒川橋りょう

　

宇
都
宮
市
で
は
、
人
口
減
少
や
超
高
齢

化
社
会
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
、
L
R
T
（Light Rail Transit

：

次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。L
R
T
は
低
床
車
両

を
用
い
た
次
世
代
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
人
と
環
境
に
優
し
い
新
た
な

公
共
交
通
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
路
面
電
車
と
し
て
は
数
十
年
ぶ
り

の
新
設
で
あ
り
、既
存
路
線
の
延
伸
、改
良

を
伴
わ
な
い
全
線
新
設
は
全
国
初
の
試
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
怒
川
橋
り
ょ
う
は
、
L
R
T
専
用
橋

と
し
て
、
宇
都
宮
市
東
部
を
流
れ
る
一
級

河
川
鬼
怒
川
に
架
か
る
橋
長
6
4
3
m
の

P
C
9
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す
。工
事
は

右
岸
側
と
左
岸
側
の
2
工
区
に
分
割
発
注

さ
れ
、
当
社
J
V
は
左
岸
側
の
3
1
5
・

で
ク
レ
ー
ン
作
業
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
関

係
各
所
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
工
事
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
安
全
第
一
で
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宇
都
宮
L
R
T
の
愛
称
は
「LIG

H
T 

LIN
E

」
で
す
。夏
場
に
雷
の
多
い
宇
都
宮

の
「
雷
都
」
を
冠
し
た
愛
称
で
あ
り
、

「LIG
H
T

」
は
L
R
T
の
一
部
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、「
光
」「
明
る
い
」の
意
味

も
あ
り
ま
す
。「
L
I
N
E
」
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、「（
未
来
へ
の
）光
の
道
筋
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
愛

称
で
す
。

　
　
﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

山
﨑 

一
裕
﹈



23  　PC プレス　2022 ／ Sept. ／ Vol.029

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

5
m
の
上
下
部
工
事
を
担
当
し
ま
し
た
。

鬼
怒
川
の
河
川
内
工
事
は
水
量
が
少
な
く

な
る
11
月
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
の
渇
水
期

し
か
現
場
を
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、工
事
最
盛
期

に
は
右
左
岸
で
合
計
8
橋
脚
の
施
工
が
同

時
進
行
し
ま
す
。仮
締
切
り
や
、ヤ
ー
ド
造

成
と
い
っ
た
仮
設
工
事
を
速
や
か
に
実
施

し
、
本
体
工
事
に
十
分
な
日
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
工
程
進
捗
の
大
き
な
鍵
と
な
り

ま
し
た
。右
左
岸
両
工
区
J
V
共
同
で
効

率
的
な
施
工
計
画
を
立
案
し
、
河
川
協
議

に
て
、
施
主
な
ら
び
に
河
川
管
理
者
の
了

承
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
仮
設
工
程
が
短

縮
さ
れ
、
当
初
の
施
工
工
程
も
大
幅
に
短

縮
し
、
工
事
着
手
か
ら
約
３
か
月
の
歳
月

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

LRT鬼怒川橋りょう（LRTきぬがわきょうりょう）

栃木県宇都宮市
オリエンタル白石・中村・野澤・小平 JV
栃木県宇都宮市竹下町地内
平成30年7月～令和3年8月
PC９径間連続箱桁橋
315.5m（全長 643.0m）
78.0ｍ
片持架設

を
費
や
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

下
部
構
造
形
式
は
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
基
礎
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。工
法

の
特
徴
を
活
か
し
、被
圧
地
下
水
の
存
在
下

で
、玉
石
の
出
現
が
多
く
想
定
さ
れ
る
地
盤

に
お
い
て
も
、
着
実
な
工
事
進
捗
を
確
保
し

ま
し
た
。上
部
工
の
架
設
で
は
通
常
の
移
動

作
業
車
よ
り
も
施
工
能
力
の
高
い
大
型
移

動
作
業
車
を
採
用
し
ま
し
た
。通
常
は
3
・

5
m
〜
4
・
0
m
程
度
の
実
績
が
多
い
張

出
し
施
工
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
す
が
、
本
工
事

で
は
最
大
で
5
m
ま
で
伸
ば
す
こ
と
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
低
減
し
、
張
出
し
サ
イ
ク
ル
工

程
の
短
縮
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
の
冬
は
日
光
男
体
山
か
ら
の
季

節
風
の
影
響
で
非
常
に
寒
い
で
す
。強
風

▲ 側径間ならびに中央閉合施工

▲ 大型移動作業車による施工

　

宇
都
宮
市
で
は
、
人
口
減
少
や
超
高
齢

化
社
会
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
、
L
R
T
（Light Rail Transit

：

次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。L
R
T
は
低
床
車
両

を
用
い
た
次
世
代
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
人
と
環
境
に
優
し
い
新
た
な

公
共
交
通
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
路
面
電
車
と
し
て
は
数
十
年
ぶ
り

の
新
設
で
あ
り
、既
存
路
線
の
延
伸
、改
良

を
伴
わ
な
い
全
線
新
設
は
全
国
初
の
試
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
怒
川
橋
り
ょ
う
は
、
L
R
T
専
用
橋

と
し
て
、
宇
都
宮
市
東
部
を
流
れ
る
一
級

河
川
鬼
怒
川
に
架
か
る
橋
長
6
4
3
m
の

P
C
9
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す
。工
事
は

右
岸
側
と
左
岸
側
の
2
工
区
に
分
割
発
注

さ
れ
、
当
社
J
V
は
左
岸
側
の
3
1
5
・

で
ク
レ
ー
ン
作
業
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
関

係
各
所
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
工
事
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
安
全
第
一
で
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宇
都
宮
L
R
T
の
愛
称
は
「LIG

H
T 

LIN
E

」
で
す
。夏
場
に
雷
の
多
い
宇
都
宮

の
「
雷
都
」
を
冠
し
た
愛
称
で
あ
り
、

「LIG
H
T

」
は
L
R
T
の
一
部
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、「
光
」「
明
る
い
」の
意
味

も
あ
り
ま
す
。「
L
I
N
E
」
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、「（
未
来
へ
の
）光
の
道
筋
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
愛

称
で
す
。

　
　
﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

山
﨑 

一
裕
﹈

宇都宮

鶴田

雀宮

岡本

宝積寺

日光線 芳賀・
宇都宮

LRT

東北
本線

鬼
怒
川

東
北
新
幹
線

121

123

408

408

119

4

4

LRT鬼怒川橋りょう
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The bridge revitalizing local industries
地域産業の活性化を担う架け橋

Ryushun Ohashi Bridge
留春大橋07.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長

架 設 方 法

留春大橋（りゅうしゅんおおはし）

栃木県
川田建設・西松建設・桜岡建設 JV
栃木県那須塩原市金沢
平成28年10月～令和3年5月
補剛桁形式 PC2主版桁橋
（上路式コンクリートアーチ橋）

167.0m
22.0m（アーチ支間 101.0m）

アーチ鋼メラン：斜吊り工法
アーチリブメントコンクリート：片持架設
PC補剛桁：固定支保工 map制作前

400

4

西那須野

秋
田
新
幹
線

箒
川

蛇
尾
川

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

黒磯坂IC

西那須野
塩原IC

留春大橋
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本
橋
が
架
か
る
一
般
国
道
４
０
０
号
は
、

茨
城
県
水
戸
市
か
ら
福
島
県
耶
麻
郡
西
会

津
町
に
至
る
国
道
で
あ
る
と
と
も
に
、栃
木

県
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
塩
原
温
泉
郷
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

本
橋
の
架
橋
地
点
の
塩
原
地
区
は
道
幅
が

狭
く
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
区
間
で
、連
続
雨

量
が
２
０
０
㎜
に
達
し
た
際
に
は
通
行
止

め
を
行
う
区
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
も
通
行
止
め
と
な
り
塩
原
温
泉
郷
が
孤

立
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

こ
の
問
題
を
解
消
し
、安
全
・
安
心
で
円
滑

な
交
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、栃
木
県
の

主
要
産
業
で
あ
る
観
光
の
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
、ト
ン
ネ
ル
を
主
体
と
し
た
バ
イ
パ
ス

の
整
備
事
業
が
日
光
国
立
公
園
内
（
第
1

種
特
別
地
域
）に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
春
大
橋
の
名
前
の
由
来
は
、橋
か
ら
見

え
る
「
留
春
の
滝
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。「
留
春
の
橋
」は
、そ
の
昔
、冬
の
3
ヵ
月

間
は
水
が
枯
れ
、
晩
春
に
な
ら
な
い
と
滝
が

出
現
し
な
か
っ
た
た
め
、「
留
春
」と
い
う
名

が
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

本
橋
は
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
の
一
部
と
し

て
自
然
の
ま
ま
の
渓
谷
が
多
く
現
存
し
て

い
る
箇
所
に
架
橋
さ
れ
た
橋
梁
で
あ
り
、

優
れ
た
渓
谷
美
を
守
る
こ
と
が
で
き
景
観

と
調
和
す
る
橋
梁
形
式
と
し
て
上
路
式

ア
ー
チ
橋
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
工
に
際
し
て
は
現
道
と
接
近
す
る
厳

し
い
制
約
条
件
の
中
、
限
ら
れ
た
空
間
で

構
造
物
を
構
築
す
る
技
術
と
施
工
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
橋
の
架
設
方
法
は
、ア
ー
チ
部
は
斜
吊

り
工
法
で
先
行
架
設
し
た
鋼
メ
ラ
ン
材
を
移

動
作
業
車
で
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
巻
き
立
て
る
計
画
と
し
、
補
剛
桁
部
は

梁
式
支
保
工
に
よ
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
３
年
10
ヵ
月
の
施
工
期
間
中
は
発
注
者
や

地
域
の
方
への
見
学
会
を
開
催
し
、事
業
の
進

捗
状
況
や
施
工
方
法
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。50
回
以
上
の
見
学

会
で
１
０
０
０
人
を
超
え
る
皆
さ
ま
に
施
工

中
の
現
場
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
中
学
生
や
建
設
工
学
を
専
攻

し
て
い
る
高
校
生
・
大
学
生
の
見
学
会
で
は
、

参
加
者
が
思
っ
た
以
上
に
興
味
を
示
し
て

く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
後
、建
設
関
係

へ
の
就
職
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

下
塩
原
バイ
パ
ス
は
令
和
４
年
３
月
26
日

開
通
式
が
開
催
さ
れ
、
共
用
開
始
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
塩
原
温
泉
郷
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
ま
し
た
。四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め

る
塩
原
温
泉
エ
リ
ア
の
観
光
の
つ
い
で
に
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。本
橋
か
ら
望
む

紅
葉
時
期
の
塩
原
渓
谷
は
絶
景
で
す
！

                

﹇
川
田
建
設
㈱ 

蝋
山 

祐
介
﹈

▲ アーチ閉合状況

▲ 大学生現場見学会

▲ 斜吊りの鋼斜材メラン材

▲ 冬季時期の施工状況
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常
磐
自
動
車
道
は
、埼
玉
県
三
郷
市
の
三

郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
の
亘
理
Ｉ

Ｃ
に
至
る
全
長
３
０
０
・
４
㎞
の
高
速
道
路

で
す
。平
成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
の

際
に
全
線
開
通
を
目
指
し
た
工
事
が一
時
中

断
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
再
開
さ
れ
、復
興
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
27
年
に
は
全
線
が
開

通
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
と
広

野
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
事
業
が
推
進
さ
れ
、

大
久
川
橋
は
こ
の
区
間
の
主
要
橋
梁
と
し
て

平
成
28
年
度
に
工
事
着
手
し
ま
し
た
。本
橋

梁
の
暫
定
２
車
線
Ⅰ
期
線
部
分
は
、平
成
14

年
に
開
通
し
て
お
り
、そ
の
橋
梁
形
式
は
、３

径
間
＋
４
径
間
＋
４
径
間
の
３
つ
の
Ｐ
Ｃ
連

続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、Ⅱ
期
線
は
、「
耐
震
性
、走
行
性
、維
持

管
理
性
、
騒
音
」を
考
慮
し
P
C
9
径
間
連

続
箱
桁
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
梁
名
で
も
あ
る
「
大
久
川
」
は

P
1

-

P
2
間
を
流
れ
る
二
級
河
川
で
、昭

和
43
年
に
首
長
竜「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
」

の
化
石
が
日
本
国
内
で
初
め
て
発
見
さ
れ

た
有
名
な
河
川
で
す
。

　

周
辺
に
は
、「
い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン

タ
ー
」が
隣
接
し
、
観
覧
車
等
の
遊
具
施
設

お
よ
び
館
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
化
石
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、大
久
川
沿
い
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
見
ご
ろ
の
時
期
は
穴
場
の
花
見
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
工
事

期
間
中
は
、
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
へ
の
影
響

の
確
認
を
毎
週
行
い
、
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、周
辺
へ
の
安
全
お
よ

び
環
境
へ
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。

　
施
工
に
お
い
て
は
、国
の
復
興
支
援
会
議
で

位
置
づ
け
ら
れ
た
平
成
28
年
度
以
降
の
５
年

間「
復
興
・
創
成
期
間
」内
で
完
成
さ
せ
る
た

め
、
工
程
促
進
へ
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、当
初
計
画
で
は
、最
大
６
基
の

中
型
移
動
作
業
車
を
使
用
し
た
片
持
架
設

の
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、移
動
作
業
車
を

最
大
12
基
同
時
に
稼
働
す
る
架
設
計
画
に
変

更
し
、
架
設
作
業
を
促
進
し
ま
し
た
。ま
た
、

は
く
落
防
止
対
策
と
し
て
連
続
繊
維
シ
ー
ト

の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ー
ト

設
置
作
業
を
な
く
し
工
程
の
促
進
を
図
る
た

め
、打
設
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
短
繊
維
補
強

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
、
壁
高

欄
外
側
の
型
枠
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
埋
設
型
枠
を
採

用
し
、
壁
高
欄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
の
型

枠
撤
去
お
よ
び
足
場
の
設
置
撤
去
の
時
間
を

短
縮
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
取
り

組
み
を
実
施
し
、工
程
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

大
久
川
橋
を
含
む
い
わ
き
四
倉
Ｉ
Ｃ
〜

広
野
Ｉ
Ｃ
区
間
は
令
和
3
年
６
月
に
無
事

４
車
線
供
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
橋
梁
の
施
工
は
、
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
無
事
故
・
無
災
害
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、高
速
道
路
の

４
車
線
化
が
今
後
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
地
域
全
体
の
復
興
を
支
え
る
交
通

基
盤
と
し
て
、
地
域
の
本
格
的
な
復
興
に
貢

献
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

         

﹇
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱  

岡
田 

明
浩
﹈

Four-lane road widening project of Joban Expressway to boost recovery
in the region where devastated by the Great East Japan Earthquake

復興を後押しする高速道路の4車線化

Ohisagawa Bridge大久川橋08.
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常
磐
自
動
車
道
は
、埼
玉
県
三
郷
市
の
三

郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
の
亘
理
Ｉ

Ｃ
に
至
る
全
長
３
０
０
・
４
㎞
の
高
速
道
路

で
す
。平
成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
の

際
に
全
線
開
通
を
目
指
し
た
工
事
が一
時
中

断
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
再
開
さ
れ
、復
興
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
27
年
に
は
全
線
が
開

通
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ
と
広

野
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
事
業
が
推
進
さ
れ
、

大
久
川
橋
は
こ
の
区
間
の
主
要
橋
梁
と
し
て

平
成
28
年
度
に
工
事
着
手
し
ま
し
た
。本
橋

梁
の
暫
定
２
車
線
Ⅰ
期
線
部
分
は
、平
成
14

年
に
開
通
し
て
お
り
、そ
の
橋
梁
形
式
は
、３

径
間
＋
４
径
間
＋
４
径
間
の
３
つ
の
Ｐ
Ｃ
連

続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、Ⅱ
期
線
は
、「
耐
震
性
、走
行
性
、維
持

管
理
性
、
騒
音
」を
考
慮
し
P
C
9
径
間
連

続
箱
桁
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
梁
名
で
も
あ
る
「
大
久
川
」
は

P
1

-

P
2
間
を
流
れ
る
二
級
河
川
で
、昭

和
43
年
に
首
長
竜「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
」

の
化
石
が
日
本
国
内
で
初
め
て
発
見
さ
れ

た
有
名
な
河
川
で
す
。

　

周
辺
に
は
、「
い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン

タ
ー
」が
隣
接
し
、
観
覧
車
等
の
遊
具
施
設

お
よ
び
館
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
化
石
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、大
久
川
沿
い
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
見
ご
ろ
の
時
期
は
穴
場
の
花
見
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
工
事

期
間
中
は
、
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
へ
の
影
響

の
確
認
を
毎
週
行
い
、
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、周
辺
へ
の
安
全
お
よ

び
環
境
へ
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。

　
施
工
に
お
い
て
は
、国
の
復
興
支
援
会
議
で

位
置
づ
け
ら
れ
た
平
成
28
年
度
以
降
の
５
年

間「
復
興
・
創
成
期
間
」内
で
完
成
さ
せ
る
た

め
、
工
程
促
進
へ
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、当
初
計
画
で
は
、最
大
６
基
の

中
型
移
動
作
業
車
を
使
用
し
た
片
持
架
設

の
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、移
動
作
業
車
を

最
大
12
基
同
時
に
稼
働
す
る
架
設
計
画
に
変

更
し
、
架
設
作
業
を
促
進
し
ま
し
た
。ま
た
、

は
く
落
防
止
対
策
と
し
て
連
続
繊
維
シ
ー
ト

の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ー
ト

設
置
作
業
を
な
く
し
工
程
の
促
進
を
図
る
た

め
、打
設
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
短
繊
維
補
強

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
、
壁
高

欄
外
側
の
型
枠
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
埋
設
型
枠
を
採

用
し
、
壁
高
欄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
の
型

枠
撤
去
お
よ
び
足
場
の
設
置
撤
去
の
時
間
を

短
縮
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
取
り

組
み
を
実
施
し
、工
程
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

大
久
川
橋
を
含
む
い
わ
き
四
倉
Ｉ
Ｃ
〜

広
野
Ｉ
Ｃ
区
間
は
令
和
3
年
６
月
に
無
事

４
車
線
供
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
橋
梁
の
施
工
は
、
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
無
事
故
・
無
災
害
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、高
速
道
路
の

４
車
線
化
が
今
後
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
地
域
全
体
の
復
興
を
支
え
る
交
通

基
盤
と
し
て
、
地
域
の
本
格
的
な
復
興
に
貢

献
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

         

﹇
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱  

岡
田 

明
浩
﹈

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

大久川橋（おおひさがわはし）

東日本高速道路㈱
㈱ピーエス三菱
福島県いわき市大久町大久
平成30年３月～令和４年６月
PRC９径間連続箱桁橋
601.5m
87.0ｍ
片持架設

▲ 片持架設施工中：移動作業車12基同時稼働▲ いわき市海竜の里センターと大久川橋

常
磐
自
動
車
道

常
磐
線

いわき四倉IC

大久川橋

6

末続

久ノ浜
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平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
岩
手
県
三
陸
沿
岸
地

域
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
の

復
興
・
復
旧
を
支
え
る
道
路
で
あ
る
三
陸

沿
岸
道
路
は
、
延
長
3
5
9
㎞
仙
台
〜
八

戸
間
を
、
10
年
の
歳
月
を
経
て
、 

令
和
3

年
12
月
18
日
に
全
線
開
通
を
迎
え
ま
し
た
。

　

思
惟
花
笑
み
大
橋
が
位
置
す
る
岩
手
県

の
北
三
陸
の
田
野
畑
村
の
地
は
、
浸
食
に

よ
っ
て
深
い
谷
が
形
成
さ
れ
人
々
の
往
来

を
阻
み
、交
通
が
極
め
て
不
便
で「
陸
の
孤

島
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

田
野
畑
村
に
赴
任
す
る
役
人
や
教
師
が

あ
ま
り
の
険
し
い
断
崖
の
道
に
「
行
こ
う

か
、戻
ろ
う
か
」と
思
い
悩
ん
だ
谷
の
ひ
と

つ
が「
思
案
坂
」、
職
を
投
げ
出
し
て
ま
で

帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の

谷
が「
辞
職
坂
」、
急
峻
な
地
形
の
当
時
の

様
子
と
し
て
語
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

「
辞
職
坂
」の
深
い
谷
に
昭
和
59
年
に
建
設

さ
れ
た
思
惟
大
橋（
鋼
製
ア
ー
チ
橋
）に
隣

接
し
て
、今
回
、思
惟
花
笑
み
大
橋
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
橋
の
施
工
に
あ
た
り
、
早
期
開
通
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

片
持
架
設
部
は
、設
計
を
見
直
し
、大
型

移
動
作
業
車
を
使
用
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
数
を

削
減
し
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。側
径

間
部
は
、
片
持
架
設
部
と
平
行
し
て
一
部

を
先
行
で
構
築
し
、
移
動
作
業
車
を
使
用

し
て
閉
合
す
る
急
速
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

橋
面
部
の
仕
上
げ
に
な
る
壁
高
欄
は
、
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
製
を
採
用
し
、
完
成
し
た
径

間
か
ら
順
次
据
え
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
幅
に
施
工
日
数
を
短
縮
し
ま
し
た
。

　

橋
脚
高
さ
1
0
0
m
を
超
え
る
圧
送
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
試
験

施
工
を
繰
り
返
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ

わ
ば
り
を
低
減
す
る
混
和
剤
を
使
用
す
る

等
の
対
策
に
よ
っ
て
品
質
を
確
保
し
ま
し

A bridge over a deep valley symbolizing recovery 
from the Great East Japan Earthquake

急渓谷に架かった復興のシンボル

Shiino Hanaemi Ohashi Bridge
思惟花笑み大橋09.

た
。ま
た
、日
射
に
よ
り
日
変
動
が
大
き
い

主
桁
の
高
さ
管
理
に
は
、
24
時
間
高
さ
･

温
度
、橋
脚
の
傾
斜
等
を
自
動
計
測
し
、変

動
の
傾
向
を
予
測
・
調
整
し
な
が
ら
施
工

し
ま
し
た
。

　

工
事
中
に
は
、橋
の
構
築
状
況
が
、思
惟

大
橋
か
ら
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
地
域
住
民
の
方
々
が
よ
く
興
味
を

持
っ
て
立
ち
止
ま
ら
れ
、
歩
道
か
ら
建
設

現
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
感
嘆
さ
れ
て

い
ま
し
た
。歩
道
か
ら
下
を
の
ぞ
き
込
む

こ
と
数
秒
、
１
０
０
m
以
上
の
高
さ
に
圧

倒
さ
れ
て
、
工
事
の
質
問
や
労
い
の
言
葉

を
か
け
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
々
橋
が
伸
び
て

い
く
様
を
定
期
的
に
カ
メ
ラ
に
収
め
、
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
さ
れ
て
い
る
方
と
も
仲

良
く
な
り
、
こ
ち
ら
か
ら
撮
影
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、
沿
岸
地
域
の
交

流
や
流
通
が
活
発
に
な
り
、
地
域
の
発
展

を
望
む
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
末

永
く
親
し
ま
れ
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 ﹇
清
水
建
設
㈱ 

坂
本 

貴
嗣
﹈
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平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
岩
手
県
三
陸
沿
岸
地

域
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
の

復
興
・
復
旧
を
支
え
る
道
路
で
あ
る
三
陸

沿
岸
道
路
は
、
延
長
3
5
9
㎞
仙
台
〜
八

戸
間
を
、
10
年
の
歳
月
を
経
て
、 

令
和
3

年
12
月
18
日
に
全
線
開
通
を
迎
え
ま
し
た
。

　

思
惟
花
笑
み
大
橋
が
位
置
す
る
岩
手
県

の
北
三
陸
の
田
野
畑
村
の
地
は
、
浸
食
に

よ
っ
て
深
い
谷
が
形
成
さ
れ
人
々
の
往
来

を
阻
み
、交
通
が
極
め
て
不
便
で「
陸
の
孤

島
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

田
野
畑
村
に
赴
任
す
る
役
人
や
教
師
が

あ
ま
り
の
険
し
い
断
崖
の
道
に
「
行
こ
う

か
、戻
ろ
う
か
」と
思
い
悩
ん
だ
谷
の
ひ
と

つ
が「
思
案
坂
」、
職
を
投
げ
出
し
て
ま
で

帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の

谷
が「
辞
職
坂
」、
急
峻
な
地
形
の
当
時
の
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子
と
し
て
語
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

「
辞
職
坂
」の
深
い
谷
に
昭
和
59
年
に
建
設

さ
れ
た
思
惟
大
橋（
鋼
製
ア
ー
チ
橋
）に
隣

接
し
て
、今
回
、思
惟
花
笑
み
大
橋
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
橋
の
施
工
に
あ
た
り
、
早
期
開
通
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

片
持
架
設
部
は
、設
計
を
見
直
し
、大
型

移
動
作
業
車
を
使
用
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
数
を

削
減
し
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。側
径

間
部
は
、
片
持
架
設
部
と
平
行
し
て
一
部

を
先
行
で
構
築
し
、
移
動
作
業
車
を
使
用

し
て
閉
合
す
る
急
速
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

橋
面
部
の
仕
上
げ
に
な
る
壁
高
欄
は
、
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
製
を
採
用
し
、
完
成
し
た
径

間
か
ら
順
次
据
え
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
幅
に
施
工
日
数
を
短
縮
し
ま
し
た
。

　

橋
脚
高
さ
1
0
0
m
を
超
え
る
圧
送
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
試
験

施
工
を
繰
り
返
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ

わ
ば
り
を
低
減
す
る
混
和
剤
を
使
用
す
る

等
の
対
策
に
よ
っ
て
品
質
を
確
保
し
ま
し

た
。ま
た
、日
射
に
よ
り
日
変
動
が
大
き
い

主
桁
の
高
さ
管
理
に
は
、
24
時
間
高
さ
･

温
度
、橋
脚
の
傾
斜
等
を
自
動
計
測
し
、変

動
の
傾
向
を
予
測
・
調
整
し
な
が
ら
施
工

し
ま
し
た
。

　

工
事
中
に
は
、橋
の
構
築
状
況
が
、思
惟

大
橋
か
ら
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
地
域
住
民
の
方
々
が
よ
く
興
味
を

持
っ
て
立
ち
止
ま
ら
れ
、
歩
道
か
ら
建
設

現
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
感
嘆
さ
れ
て

い
ま
し
た
。歩
道
か
ら
下
を
の
ぞ
き
込
む

こ
と
数
秒
、
１
０
０
m
以
上
の
高
さ
に
圧

倒
さ
れ
て
、
工
事
の
質
問
や
労
い
の
言
葉

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

思惟花笑み大橋（しいのはなえみおおはし）

国土交通省 東北地方整備局
清水建設㈱
岩手県下閉伊郡田野畑村
平成31年３月～令和４年１月
PC４径間連続ラーメン箱桁橋
394.0m
150.0m
片持架設

を
か
け
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
々
橋
が
伸
び
て

い
く
様
を
定
期
的
に
カ
メ
ラ
に
収
め
、
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
さ
れ
て
い
る
方
と
も
仲

良
く
な
り
、
こ
ち
ら
か
ら
撮
影
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、
沿
岸
地
域
の
交

流
や
流
通
が
活
発
に
な
り
、
地
域
の
発
展

を
望
む
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
末

永
く
親
し
ま
れ
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 ﹇
清
水
建
設
㈱ 

坂
本 

貴
嗣
﹈

▲ 谷底より望む片持架設状況 ▲ 最盛期の片持架設(右は思惟大橋)

▲ 地域子ども会とのふれあい

田野畑

三
陸
沿
岸
道
路

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

島越

田野畑中央IC

田野畑南IC

思惟花笑み大橋
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沖
縄
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
伊
平
屋

島
は
、沖
縄
本
島
北
部
の
今
帰
仁
村
運
天
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
（
唯
一の
渡
航
手
段
）で
約
1

時
間
半
か
か
る
島
で
、
面
積
20
㎢
に
約

1
2
0
0
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
抜
群
な
上
、釣
り
ポ
イ
ン
ト
で
も
有

名
な
野
甫
大
橋
が
架
か
る
島
で
す
。島
内
に

は
高
校
以
上
の
学
校
が
な
く
、
メ
イ
ン
の
産

業
と
言
え
ば
、
海
の
恵
み
を
受
け
た
観
光

（
有
名
な
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
や
釣
り
ポ
イ

ン
ト
が
数
箇
所
有
り
ま
す
）、も
ず
く
栽
培
・

製
糖
で
す
が
、
島
内
で
稲
作
・
畜
産
も
行
っ

て
お
り
、自
活
で
き
る
島
で
す
。  

　

伊
平
屋
調
整
池
は
、
浄
水
場
で
作
ら
れ

た
水
道
水
を
貯
水
す
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

本
工
事
は
、
本
島
と
各
離
島
に
お
い
て
水

道
料
金
等
の
格
差
を
縮
小
す
る
た
め
、
沖

縄
県
が
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
善
と
共
に

安
心
安
全
な
水
道
水
を
県
民
す
べ
て
公
平

に
提
供
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。完
成
後

は
沖
縄
県
企
業
局
が
施
設
を
運
用
し
、
伊

平
屋
村
へ
水
道
用
水
を
供
給
し
ま
す
。

　

調
整
池
は
、
脆
弱
な
土
部
分
を
掘
削
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
置
き
換
え
た
直
接
基
礎

で
、底
版
が
Ｒ
Ｃ
ス
ラ
ブ
構
造
、側
壁
が
円

筒
形
Ｐ
Ｃ
構
造
、仕
切
壁
が
Ｒ
Ｃ
構
造
、屋

根
が
Ｒ
Ｃ
ド
ー
ム
構
造
の
標
準
的
な
２
層

式
円
筒
形
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
で
す
。

　

こ
の
調
整
池
の
特
徴
は
、
将
来
的
に
必

要
と
な
る
維
持
管
理
費
の
抑
制
を
目
的
に

内
面
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
す
る
た

め
、屋
根
は
エ
ア
ー
ド
ー
ム
工
法
、側
壁
や

底
版
は
鉄
筋
の
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

増
し
耐
久
性
に
配
慮
し
た
上
で
無
塗
装
と

し
て
い
る
点
で
す
。エ
ア
ー
ド
ー
ム
工
法

は
、
空
気
圧
で
ド
ー
ム
状
に
膨
ら
ま
せ
た

シ
ー
ト
膜
上
に
打
設
し
た
モ
ル
タ
ル
を
型

枠
と
し
、
そ
の
上
に
屋
根
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
施
工
す
る
工
法
で
、
型
枠
・
足
場
・
支

保
工
が
不
要
と
な
り
ま
す
。空
気
圧
は
専

用
の
エ
ア
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
自
動
制
御
で
管
理
し
ま
す
。シ
ー
ト

膜
は
、
屋
根
コ
ン
ク
リ
ー
ト
硬
化
後
も
残

置
し
、
内
面
防
蝕
塗
装
の
代
替
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
の
工
法
を
採
用
す
る

こ
と
で
、工
期
の
短
縮
と
、安
全
性
の
向
上
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現
し
ま
し
た
。運 The PC tank overlooking the island with moonlight

月明かりと共に島を見下ろすPCタンク

Iheya regulating reservoir
伊平屋調整池10.

な　

き　
じ
ん　
そ
ん

用
時
に
水
道
水
が
接
す
る
側
壁
や
底
版
は

無
塗
装
で
す
が
、
A
A
E
コ
ー
ト
塗
布
に

よ
る
躯
体
か
ら
の
ア
ル
カ
リ
成
分
浸
出
防

止
が
図
ら
れ
、
良
質
な
水
道
水
の
提
供
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

工
事
一
時
中
止
、
軽
石
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー

の
運
行
休
止
等
、
工
程
に
大
き
く
関
わ
る

事
象
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
故
無

災
害
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
島
で
の
生
活
も
含
め
工
事
期

間
を
通
し
て
地
元
調
整
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
民
宿「
み
ら
い
荘
」の
大
将
と
そ
の
奥

さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
感
謝
の
意

を
表
し
て
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

     ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

都
築 

研
司
﹈



▲ AAEコート塗布 ▲ AD膜展設完了

▲ 小学生見学会 ▲ エアドーム工法膜材展設状況
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沖
縄
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
伊
平
屋

島
は
、沖
縄
本
島
北
部
の
今
帰
仁
村
運
天
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
（
唯
一の
渡
航
手
段
）で
約
1

時
間
半
か
か
る
島
で
、
面
積
20
㎢
に
約

1
2
0
0
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
抜
群
な
上
、釣
り
ポ
イ
ン
ト
で
も
有

名
な
野
甫
大
橋
が
架
か
る
島
で
す
。島
内
に

は
高
校
以
上
の
学
校
が
な
く
、
メ
イ
ン
の
産

業
と
言
え
ば
、
海
の
恵
み
を
受
け
た
観
光

（
有
名
な
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
や
釣
り
ポ
イ

ン
ト
が
数
箇
所
有
り
ま
す
）、も
ず
く
栽
培
・

製
糖
で
す
が
、
島
内
で
稲
作
・
畜
産
も
行
っ

て
お
り
、自
活
で
き
る
島
で
す
。  

　

伊
平
屋
調
整
池
は
、
浄
水
場
で
作
ら
れ

た
水
道
水
を
貯
水
す
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

本
工
事
は
、
本
島
と
各
離
島
に
お
い
て
水

道
料
金
等
の
格
差
を
縮
小
す
る
た
め
、
沖

縄
県
が
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
善
と
共
に

安
心
安
全
な
水
道
水
を
県
民
す
べ
て
公
平

に
提
供
で
き
る
よ
う
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。完
成
後

は
沖
縄
県
企
業
局
が
施
設
を
運
用
し
、
伊

平
屋
村
へ
水
道
用
水
を
供
給
し
ま
す
。

　

調
整
池
は
、
脆
弱
な
土
部
分
を
掘
削
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
置
き
換
え
た
直
接
基
礎

で
、底
版
が
Ｒ
Ｃ
ス
ラ
ブ
構
造
、側
壁
が
円

筒
形
Ｐ
Ｃ
構
造
、仕
切
壁
が
Ｒ
Ｃ
構
造
、屋

根
が
Ｒ
Ｃ
ド
ー
ム
構
造
の
標
準
的
な
２
層

式
円
筒
形
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
で
す
。

　

こ
の
調
整
池
の
特
徴
は
、
将
来
的
に
必

要
と
な
る
維
持
管
理
費
の
抑
制
を
目
的
に

内
面
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
す
る
た

め
、屋
根
は
エ
ア
ー
ド
ー
ム
工
法
、側
壁
や

底
版
は
鉄
筋
の
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

増
し
耐
久
性
に
配
慮
し
た
上
で
無
塗
装
と

し
て
い
る
点
で
す
。エ
ア
ー
ド
ー
ム
工
法

は
、
空
気
圧
で
ド
ー
ム
状
に
膨
ら
ま
せ
た

シ
ー
ト
膜
上
に
打
設
し
た
モ
ル
タ
ル
を
型

枠
と
し
、
そ
の
上
に
屋
根
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
施
工
す
る
工
法
で
、
型
枠
・
足
場
・
支

保
工
が
不
要
と
な
り
ま
す
。空
気
圧
は
専

用
の
エ
ア
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
自
動
制
御
で
管
理
し
ま
す
。シ
ー
ト

膜
は
、
屋
根
コ
ン
ク
リ
ー
ト
硬
化
後
も
残

置
し
、
内
面
防
蝕
塗
装
の
代
替
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
の
工
法
を
採
用
す
る

こ
と
で
、工
期
の
短
縮
と
、安
全
性
の
向
上
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現
し
ま
し
た
。運

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
躯 体 寸 法
躯 体 高 さ
有 効 水 深

伊平屋調整池（いへやちょうせいち）

沖縄県企業局
安部日鋼工業・太名嘉組 JV
沖縄県伊平屋村大字田名地内
令和２年11月～令和３年12月
PC円筒形タンク（水道用地上式）
内径 21.9ｍ
8.7ｍ
5.0ｍ

有 効 容 量 1,800㎥

用
時
に
水
道
水
が
接
す
る
側
壁
や
底
版
は

無
塗
装
で
す
が
、
A
A
E
コ
ー
ト
塗
布
に

よ
る
躯
体
か
ら
の
ア
ル
カ
リ
成
分
浸
出
防

止
が
図
ら
れ
、
良
質
な
水
道
水
の
提
供
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

工
事
一
時
中
止
、
軽
石
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー

の
運
行
休
止
等
、
工
程
に
大
き
く
関
わ
る

事
象
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
故
無

災
害
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
島
で
の
生
活
も
含
め
工
事
期

間
を
通
し
て
地
元
調
整
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
民
宿「
み
ら
い
荘
」の
大
将
と
そ
の
奥

さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
感
謝
の
意

を
表
し
て
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

     ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

都
築 

研
司
﹈

野甫島

伊平屋島

179

179

伊平屋調整池

沖縄本島
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嘉
麻
市
は
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
北
部
九
州
最
大
の
川
で
あ
る
遠
賀
川

の
源
流
が
あ
り
、
遠
賀
川
の
恵
み
を
享
受

す
る
こ
と
で
古
来
よ
り
稲
作
文
化
を
形
成

し
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
石
炭
産
業
が
発

達
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、国
道
の
あ
る
西
側
に
、メ
イ

ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

等
の
縦
動
線
を
集
約
し
た
コ
ア
を
配
置
し
、

遠
賀
川
の
あ
る
東
側
に
開
い
た
コ
の
字
形

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
執
務
空
間
を
配
置
し

た
、正
方
形
の
平
面
を
し
て
い
ま
す
。

　

上
部
構
造
は
、
扁
平
断
面
の
柱
梁
に
よ

る
ト
リ
プ
ル
チ
ュ
ー
ブ
架
構
を
用
い
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
大
地
震
後
も
庁

舎
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
基
礎
免
震
構

造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。建
設
地
は
、遠
賀

川
に
近
接
し
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
に
対

す
る
配
慮
と
し
て
、
1
階
床
レ
ベ
ル
を

1
・
2
ｍ
か
さ
上
げ
し
て
い
ま
す
。

　

外
周
部
の
ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
は
季
節
や

時
間
に
よ
り
日
射
制
御
を
行
い
、
遠
賀
川

流
域
の
水
田
に
バ
ウ
ン
ド
し
た
太
陽
光
は

片
持
ち
ス
ラ
ブ
天
井
面
を
介
し
て
室
内
側

に
導
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
部
に
設
け
た
エ
コ
ボ
イ
ド

に
よ
る
自
然
換
気
を
効
率
的
に
行
う
と
と

も
に
、
地
震
時
に
落
下
物
の
発
生
が
な
い

直
天
井
と
す
る
た
め
に
、
執
務
空
間
に
は

小
梁
を
設
け
ず
フ
ラ
ッ
ト
な
天
井
面
と
し

ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
様
な
構
造
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、

次
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。執
務
室
は
直

天
井
と
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
と

す
る
た
め
、
ひ
び
割
れ
抑
制
が
必
要
で
し

た
。床
ス
ラ
ブ
の
支
持
長
さ
は
コ
ー
ナ
ー

部
の
対
角
長
さ
で
最
大
15
m
と
長
く
、
ク

リ
ー
プ
現
象
に
よ
る
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。コ
ー
ナ
ー
部
は

外
周
部
の
柱
が
な
く
片
持
ち
ス
ラ
ブ
で
あ

り
、さ
ら
に
ひ
び
割
れ
、た
わ
み
の
抑
制
が

重
要
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
克
服
の
た
め
に
、
コ
ー

ナ
ー
部
の
床
ス
ラ
ブ
の
鉛
直
た
わ
み
が
最

大
と
な
る
対
角
方
向
に
ボ
イ
ド
を
配
置
す

る
と
と
も
に
ア
ン
ボ
ン
ド
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線 The functional city hall with a fusion of design, structure, and facilities

意匠・構造・設備の融合による機能的な市庁舎

Kama City hall
嘉麻市庁舎11.

を
用
い
て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
ま
し

た
。導
入
に
よ
る
吊
り
上
げ
効
果
と
、コ
ー

ナ
ー
部
に
作
用
す
る
付
加
圧
縮
力
（
タ
ガ

効
果
）に
よ
り
、広
範
囲
の
ス
ラ
ブ
に
圧
縮

側
の
内
部
応
力
が
作
用
し
、
合
理
的
か
つ

経
済
的
に
ス
ラ
ブ
の
ひ
び
割
れ
お
よ
び
た

わ
み
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
を
付
加
的
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
だ
け

で
は
実
現
困
難
な
機
能
、
環
境
性
能
の
付

与
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
的
な

フ
ァ
サ
ー
ド
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。         ﹇
㈱
久
米
設
計 

福
田 

光
俊
﹈



33  　PC プレス　2022 ／ Sept. ／ Vol.029

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　

嘉
麻
市
は
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
北
部
九
州
最
大
の
川
で
あ
る
遠
賀
川

の
源
流
が
あ
り
、
遠
賀
川
の
恵
み
を
享
受

す
る
こ
と
で
古
来
よ
り
稲
作
文
化
を
形
成

し
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
石
炭
産
業
が
発

達
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、国
道
の
あ
る
西
側
に
、メ
イ

ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

等
の
縦
動
線
を
集
約
し
た
コ
ア
を
配
置
し
、

遠
賀
川
の
あ
る
東
側
に
開
い
た
コ
の
字
形

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
執
務
空
間
を
配
置
し

た
、正
方
形
の
平
面
を
し
て
い
ま
す
。

　

上
部
構
造
は
、
扁
平
断
面
の
柱
梁
に
よ

る
ト
リ
プ
ル
チ
ュ
ー
ブ
架
構
を
用
い
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
大
地
震
後
も
庁

舎
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
基
礎
免
震
構

造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。建
設
地
は
、遠
賀

川
に
近
接
し
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
に
対

す
る
配
慮
と
し
て
、
1
階
床
レ
ベ
ル
を

1
・
2
ｍ
か
さ
上
げ
し
て
い
ま
す
。

　

外
周
部
の
ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
は
季
節
や

時
間
に
よ
り
日
射
制
御
を
行
い
、
遠
賀
川

流
域
の
水
田
に
バ
ウ
ン
ド
し
た
太
陽
光
は

片
持
ち
ス
ラ
ブ
天
井
面
を
介
し
て
室
内
側

に
導
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
部
に
設
け
た
エ
コ
ボ
イ
ド

に
よ
る
自
然
換
気
を
効
率
的
に
行
う
と
と

も
に
、
地
震
時
に
落
下
物
の
発
生
が
な
い

直
天
井
と
す
る
た
め
に
、
執
務
空
間
に
は

小
梁
を
設
け
ず
フ
ラ
ッ
ト
な
天
井
面
と
し

ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
様
な
構
造
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、

次
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。執
務
室
は
直

天
井
と
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
と

す
る
た
め
、
ひ
び
割
れ
抑
制
が
必
要
で
し

た
。床
ス
ラ
ブ
の
支
持
長
さ
は
コ
ー
ナ
ー

部
の
対
角
長
さ
で
最
大
15
m
と
長
く
、
ク

リ
ー
プ
現
象
に
よ
る
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。コ
ー
ナ
ー
部
は

外
周
部
の
柱
が
な
く
片
持
ち
ス
ラ
ブ
で
あ

り
、さ
ら
に
ひ
び
割
れ
、た
わ
み
の
抑
制
が

重
要
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
克
服
の
た
め
に
、
コ
ー

ナ
ー
部
の
床
ス
ラ
ブ
の
鉛
直
た
わ
み
が
最

大
と
な
る
対
角
方
向
に
ボ
イ
ド
を
配
置
す

る
と
と
も
に
ア
ン
ボ
ン
ド
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

規 模

P C適用箇所
施 工 方 法

嘉麻市庁舎（かましちょうしゃ）

嘉麻市
㈱淺沼組 （PC施工：㈱ピーエス三菱）
福岡県嘉麻市岩崎
平成30年4月～令和2年3月
RC造（一部PC造、S造）、基礎免震構造
地上 6階、建築面積：2,760.74 ㎡
延床面積：9,652.99 ㎡

鋼管ボイドスラブ、大庇、PRC梁
現場打ち

設 計・監 理 ㈱久米設計 九州支社

を
用
い
て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
ま
し

た
。導
入
に
よ
る
吊
り
上
げ
効
果
と
、コ
ー

ナ
ー
部
に
作
用
す
る
付
加
圧
縮
力
（
タ
ガ

効
果
）に
よ
り
、広
範
囲
の
ス
ラ
ブ
に
圧
縮

側
の
内
部
応
力
が
作
用
し
、
合
理
的
か
つ

経
済
的
に
ス
ラ
ブ
の
ひ
び
割
れ
お
よ
び
た

わ
み
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
を
付
加
的
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
だ
け

で
は
実
現
困
難
な
機
能
、
環
境
性
能
の
付

与
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
的
な

フ
ァ
サ
ー
ド
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。         ﹇
㈱
久
米
設
計 

福
田 

光
俊
﹈

▲ １階待合スペース

▲ アンボンドPCケーブルの配線状況

▲ 建物東側に遠賀川が流れる

▲ 中央部のエコボイド

筑
豊
本
線

遠賀川

泉
河
内
川

後藤寺線
下鴨生

筑前庄内

嘉麻市庁舎

211
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Highway bridge floor slab renewal project passing through residential area
with consideration of surrounding environment

住宅街における周辺環境に配慮した床版取替工事

The renewal project for Honmachi viaduct (A-line) by PCa PC slab

本町高架橋（上り線）
床版取替工事

12.

▲ 架橋地点（住宅街）▲ 住宅近接部の吊り足場および側部防護
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本
町
高
架
橋
は
、
関
門
自
動
車
道
の
下
関

I
C
〜
門
司
港
I
C
間
に
架
か
る
橋
長

2
2
8
m
の
５
径
間
＋
2
径
間
連
続
非
合
成

鋼
鈑
桁
橋
で
す
。架
橋
地
点
は
、関
門
橋
か
ら

本
州
側
5
0
0
m
位
置
の
橋
梁
と
な
り
ま
す
。

周
辺
に
は
、源
氏
と
平
家
の
最
後
の
戦
い
の
地

で
あ
る
壇
ノ
浦
古
戦
場
跡
や
、
小
泉
八
雲
の

『
怪
談
』で
有
名
な「
耳
な
し
芳一」の
舞
台
で

あ
る
赤
間
神
宮
等
が
あ
り
、
関
門
海
峡
・
関

門
ト
ン
ネ
ル
と
あ
わ
せ
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
多

い
地
域
で
す
。

　

昭
和
48
年
の
開
通
年
か
ら
40
年
以
上
経

過
し
た
本
橋
の
R
C
床
版
は
、
通
行
車
両

の
大
型
化
や
経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が
進

行
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、高
速
道
路

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
を

取
替
え
る
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
工
事
特
性
と
し
て
、長
距
離
物
流
を
支
え

る
交
通
量
の
多
い
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
事
期
間
は
上
下
線
各
2
車
線
を
確
保
し

た
対
面
通
行
規
制
を
行
い
、年
末
年
始
休
暇
、

Ｇ
Ｗ
休
暇
の
期
間
に
は
規
制
を
解
除
し
て
、

道
路
利
用
者
の
方
々
への
影
響
を
最
少
化
し

ま
し
た
。ま
た
、
住
宅
街
上
空
に
架
か
る
高

架
橋
で
あ
り
、周
辺
環
境
保
全
や
地
域
住
民

の
方
々
の
安
全
確
保
も
重
要
な
課
題
で
し
た
。

　

床
版
取
替
工
事
は
、
令
和
3
年
1
月
か

ら
4
月
ま
で
の
約
4
ヵ
月
の
対
面
通
行
規

制
を
行
い
、
1
6
0
t
お
よ
び
2
2
0
t

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
有 効 幅 員

施 工 方 法

本町高架橋床版取替工事
（ほんまちこうかきょうしょうばんとりかえこうじ）

西日本高速道路㈱
極東興和㈱
山口県下関市本町地内
令和元年９月～令和４年３月
鋼 5径間連続非合成鈑桁（5主桁）
＋鋼 2径間連続非合成鈑桁（5主桁）
228.5ｍ
13.8ｍ
クレーンを用いたプレキャストPC 床版による
床版取替

ク
レ
ー
ン
の
2
台
を
使
用
し
て
P
C
床
版

1
0
9
枚
の
架
設
を
施
工
し
ま
し
た
。な

お
、
取
替
後
の
床
版
に
は
全
域
で
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
床
版
を
採
用
し
、
現
場
工
程
の

短
縮
に
努
め
ま
し
た
。

　

周
辺
住
宅
への
騒
音
抑
制
と
し
て
は
、
橋

梁
端
部
で
の
延
長
床
版
シ
ス
テ
ム
の
採
用
や
、

P
3
支
点
部
で
の
床
版
連
結
構
造
に
よ
る

ノ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
化
を
行
い
、伸
縮
装
置
部
で

の
車
両
走
行
に
伴
う
騒
音
の
抑
制
を
図
り

ま
し
た
。ま
た
、
施
工
時
の
周
辺
環
境
への
配

慮
と
し
て
、
ク
レ
ー
ン
作
業
等
の
騒
音
が
発

生
す
る
作
業
は
18
時
以
降
実
施
し
な
い
計

画
と
す
る
こ
と
や
、
橋
梁
全
域
で
フ
ロ
ア
型

シ
ス
テ
ム
吊
足
場
の
採
用
お
よ
び
住
宅
近
接

箇
所
への
側
部
防
護
と
防
炎
・
防
音
シ
ー
ト

の
設
置
を
行
い
、資
機
材
落
下
防
止
や
防
音

対
策
を
図
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、
床
版
取
替

後
の
塗
替
塗
装
工
事
で
は
、既
存
塗
膜
剥
離

に
高
周
波
誘
導
加
熱
工
法
（
Ｉ
Ｈ
工
法
）
を

採
用
し
、
作
業
安
全
性
向
上
と
火
災
事
故

リ
ス
ク
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
へ
の

有
害
物
の
飛
散
を
抑
制
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
を
通
じ
た
騒
音
や
振
動
、
粉

塵
対
策
を
行
い
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
を

得
て
無
事
に
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
も
工
事
を
通
じ
て
高
速

道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

                   

﹇
極
東
興
和
㈱ 

前
田 

剛
﹈

▲ 既存塗膜剥離状況（IH工法）

▲ 完成状況

門司港
下関

関
門
自
動
車
道

中国自動車道

山
陽
本
線

山
陰
本
線

山
陽
新
幹
線

山
陽
新
幹
線

山
陽
新
幹
線

山
陽
新
幹
線

門司港IC

下関IC

本町高架橋（上り線）
床版取替工事

191

9

2

3
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本
工
事
は
、
中
国
自
動
車
道
六
日
市

I
C
か
ら
鹿
野
I
C
間
に
位
置
し
て
い
ま

す
。現
場
の
周
辺
に
は
、国
土
交
通
省
の
水

質
調
査
で
複
数
回
に
わ
た
り
「
清
流
日
本

一
」
に
選
ば
れ
て
い
る
高
津
川
の
支
流
で

あ
る
蓼
野
川
が
流
れ
て
お
り
、
支
流
を
含

め
ダ
ム
が
一
切
な
い
貴
重
な
河
川
で
、
島

根
県
益
田
市
で
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

当
現
場
は
、
森
と
清
流
に
囲
ま
れ
た
自
然

い
っ
ぱ
い
の
環
境
の
中
で
の
工
事
で
あ
り
、

時
々
猿
や
鹿
た
ち
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま

す
。姿
を
見
か
け
る
と
、ほ
の
ぼ
の
と
し
て

我
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

当
現
場
は
、
蓼
野
第
二
橋
の
ほ
か
蓼
野

第
一
橋
、蓼
野
第
四
橋
、蓼
野
第
五
橋
の
4

橋
の
床
版
取
替
工
事
で
す
。建
設
か
ら
約

40
年
が
経
過
し
た
区
間
で
あ
り
、
冬
期
は

寒
冷
地
で
積
雪
や
道
路
が
凍
結
す
る
場
所

で
あ
る
た
め
、
凍
結
防
止
剤
等
の
影
響
に

よ
る
劣
化
で
、
安
全
性
や
走
行
性
の
観
点

か
ら
床
版
の
取
替
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

床
版
取
替
工
事
は
、片
側
２
車
線
で
通
行

し
て
い
る
中
国
自
動
車
道
を
対
面
通
行
に

切
り
替
え
、
通
行
止
め
に
し
た
車
線
の
劣
化

し
た
床
版
を
大
型
ク
レ
ー
ン
や
、
架
設
桁
の

大
型
機
械
を
使
用
し
て
撤
去
し
た
後
、工
場

製
作
さ
れ
た
P
C
床
版
を
架
設
す
る
工
事

で
す
。本
工
事
の
特
徴
は
、P
C
鋼
材
を
用
い

て
製
作
し
た
一
般
的
な
床
版
に
加
え
、
蓼
野

第
二
橋
の
床
版
取
替
工
事
で
は
、
西
日
本
高

速
道
路
㈱
と
三
井
住
友
建
設
㈱
が
共
同
開

発
し
た
「
超
高
耐
久
床
版D

ura-Slab

」
を

採
用
し
た
こ
と
で
す
。こ
の
床
版
は
、鉄
筋
や

P
C
鋼
材
を
一
切
使
用
し
な
い
腐
食
劣
化
の

可
能
性
を
排
除
し
た
超
高
耐
久
の
床
版
で
、

緊
張
材
は
「
錆
な
い
素
材
の
ア
ラ
ミ
ド

F
R
P
ロ
ッ
ド
」を
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
は「
設
計

基
準
強
度
80
N
⁄
㎟
の
高
強
度
繊
維
補
強

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」を
採
用
し
、完
全
な
非
鉄
化

を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
壁
高
欄
に
は
、
床

版
同
様
非
鉄
化
さ
れ
た「
超
高
耐
久
壁
高
欄

D
ura-Barrier

」を
採
用
し
、
凍
結
防
止
剤

の
散
布
等
腐
食
環
境
の
厳
し
い
地
域
に
対

応
し
た
高
い
耐
久
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
維
持
管
理
に
お
い
て
交
通
量
の
多

い
道
路
や
鉄
道
を
跨
ぐ
場
所
で
の
採
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

4
橋
す
べ
て
が
河
川
や
一
般
道
路
を
跨

ぐ
橋
梁
で
あ
り
、施
工
中
は
、河
川
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

た
。例
え
ば
、吊
り
足
場
全
範
囲
に
は
濁
水

流
出
防
止
シ
ー
ト
を
敷
設
し
、
濁
水
を
水

中
ポ
ン
プ
で
道
路
面
の
タ
ン
ク
ま
で
揚

水
・
集
水
し
、
濁
度
お
よ
び
p
H
を
自
治

体
の
環
境
規
制
値
以
下
と
な
る
ま
で
沈

殿
・
中
和
処
理
を
行
っ
た
後
に
放
流
す
る

な
ど
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
施
工
を
心

掛
け
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
で
本
体
工
事
は
完
了
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
付
属
物
工
事
の
施
工

を
行
い
ま
す
。無
事
故
・
無
災
害
で
竣
工

で
き
る
よ
う
全
職
員
さ
ら
に
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

           ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱ 

木
寺 

久
幸
﹈

Replacement with non-metallic deck slabs among lush forest and clear streams

豊かな森と清流に囲まれた中での
非鉄製床版への取替

The renewal project for Tadeno 2nd bridge
and 3 other bridges by PCaPC slab

蓼野第二橋他３橋
床版取替工事

13.



37  　PC プレス　2022 ／ Sept. ／ Vol.029

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　

本
工
事
は
、
中
国
自
動
車
道
六
日
市

I
C
か
ら
鹿
野
I
C
間
に
位
置
し
て
い
ま

す
。現
場
の
周
辺
に
は
、国
土
交
通
省
の
水

質
調
査
で
複
数
回
に
わ
た
り
「
清
流
日
本

一
」
に
選
ば
れ
て
い
る
高
津
川
の
支
流
で

あ
る
蓼
野
川
が
流
れ
て
お
り
、
支
流
を
含

め
ダ
ム
が
一
切
な
い
貴
重
な
河
川
で
、
島

根
県
益
田
市
で
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

当
現
場
は
、
森
と
清
流
に
囲
ま
れ
た
自
然

い
っ
ぱ
い
の
環
境
の
中
で
の
工
事
で
あ
り
、

時
々
猿
や
鹿
た
ち
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま

す
。姿
を
見
か
け
る
と
、ほ
の
ぼ
の
と
し
て

我
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

当
現
場
は
、
蓼
野
第
二
橋
の
ほ
か
蓼
野

第
一
橋
、蓼
野
第
四
橋
、蓼
野
第
五
橋
の
4

橋
の
床
版
取
替
工
事
で
す
。建
設
か
ら
約

40
年
が
経
過
し
た
区
間
で
あ
り
、
冬
期
は

寒
冷
地
で
積
雪
や
道
路
が
凍
結
す
る
場
所

で
あ
る
た
め
、
凍
結
防
止
剤
等
の
影
響
に

よ
る
劣
化
で
、
安
全
性
や
走
行
性
の
観
点

か
ら
床
版
の
取
替
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

床
版
取
替
工
事
は
、片
側
２
車
線
で
通
行

し
て
い
る
中
国
自
動
車
道
を
対
面
通
行
に

切
り
替
え
、
通
行
止
め
に
し
た
車
線
の
劣
化

し
た
床
版
を
大
型
ク
レ
ー
ン
や
、
架
設
桁
の

大
型
機
械
を
使
用
し
て
撤
去
し
た
後
、工
場

製
作
さ
れ
た
P
C
床
版
を
架
設
す
る
工
事

で
す
。本
工
事
の
特
徴
は
、P
C
鋼
材
を
用
い

て
製
作
し
た
一
般
的
な
床
版
に
加
え
、
蓼
野

第
二
橋
の
床
版
取
替
工
事
で
は
、
西
日
本
高

速
道
路
㈱
と
三
井
住
友
建
設
㈱
が
共
同
開

発
し
た
「
超
高
耐
久
床
版D

ura-Slab

」
を

採
用
し
た
こ
と
で
す
。こ
の
床
版
は
、鉄
筋
や

P
C
鋼
材
を
一
切
使
用
し
な
い
腐
食
劣
化
の

可
能
性
を
排
除
し
た
超
高
耐
久
の
床
版
で
、

緊
張
材
は
「
錆
な
い
素
材
の
ア
ラ
ミ
ド

F
R
P
ロ
ッ
ド
」を
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
は「
設
計

基
準
強
度
80
N
⁄
㎟
の
高
強
度
繊
維
補
強

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」を
採
用
し
、完
全
な
非
鉄
化

を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
壁
高
欄
に
は
、
床

版
同
様
非
鉄
化
さ
れ
た「
超
高
耐
久
壁
高
欄

D
ura-Barrier

」を
採
用
し
、
凍
結
防
止
剤

の
散
布
等
腐
食
環
境
の
厳
し
い
地
域
に
対

応
し
た
高
い
耐
久
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
維
持
管
理
に
お
い
て
交
通
量
の
多

い
道
路
や
鉄
道
を
跨
ぐ
場
所
で
の
採
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

4
橋
す
べ
て
が
河
川
や
一
般
道
路
を
跨

ぐ
橋
梁
で
あ
り
、施
工
中
は
、河
川
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

た
。例
え
ば
、吊
り
足
場
全
範
囲
に
は
濁
水

流
出
防
止
シ
ー
ト
を
敷
設
し
、
濁
水
を
水

中
ポ
ン
プ
で
道
路
面
の
タ
ン
ク
ま
で
揚

水
・
集
水
し
、
濁
度
お
よ
び
p
H
を
自
治

体
の
環
境
規
制
値
以
下
と
な
る
ま
で
沈

殿
・
中
和
処
理
を
行
っ
た
後
に
放
流
す
る

な
ど
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
施
工
を
心

掛
け
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
で
本
体
工
事
は
完
了
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
付
属
物
工
事
の
施
工

を
行
い
ま
す
。無
事
故
・
無
災
害
で
竣
工

で
き
る
よ
う
全
職
員
さ
ら
に
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

           ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱ 

木
寺 

久
幸
﹈

件 名

発 注 者 名
施工会社名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員
施 工 方 法

蓼野第二橋他 3橋床版取替工事
（たでのだいにきょうほかさんきょうしょうばんとりかえこうじ）

西日本高速道路㈱
三井住友建設・日本ピーエス JV
島根県鹿足郡吉賀町蓼野
令和元年11月～令和４年８月（令和4年3月本体完成）
蓼野第一橋下り線（鋼４径間連続非合成鈑桁橋）
蓼野第二橋上り線（鋼３径間連続非合成鈑桁橋）
蓼野第二橋下り線（鋼２径間連続非合成鈑桁橋）
蓼野第四橋下り線（鋼単純合成桁橋）
蓼野第五橋下り線（鋼３径間連続非合成鈑桁橋＋鋼２
径間連続非合成鈑桁橋）
蓼野第一橋下り線（187.0ｍ）、蓼野第二橋上り線（154.0
ｍ）、蓼野第二橋下り線（103.0ｍ）、蓼野第四橋下り線
（47.3ｍ）、蓼野第五橋下り線（128.5＋80.0ｍ）
8.5m
クレーン、架設桁による床版取替

▲ 架設状況（Dura-Slab)

▲ 架設状況（Dura-Slab)

▲ 架設状況（Dura-Slab)

▲ 架設状況（架設桁)

中
国
自
動
車
道
路

六日市IC

蓼野第二橋他３橋
床版取替工事

187

187

434
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福
井
県
嶺
北
地
方
を
流
れ
る
一
級
河
川

の
九
頭
竜
川
は
、
県
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と

つ
で
、
河
川
の
注
が
れ
る
水
は
豊
か
で
良

質
で
あ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
表
さ
れ
る

福
井
平
野
の
米
作
り
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、九
頭
竜
川
に
生
息
す
る
サ
ク
ラ

マ
ス
は
、10
年
、20
年
挑
戦
し
て
も
巡
り
あ

う
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
魚
で
釣
客
を
引

き
付
け
て
や
ま
な
い
特
別
な
存
在
で
、
サ

ク
ラ
マ
ス
の
聖
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、鮎
釣
り
も
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、６

月
中
旬
の
解
禁
か
ら
多
く
の
釣
客
で
賑
わ

い
ま
す
。お
米
や
鮎
を
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
料
理
は
絶
品
で
福
井
の

文
化
を
触
れ
る
こ
と
で
き
、
ま
た
地
元
の

方
と
交
流
で
き
た
こ
と
も
貴
重
な
も
の
で

し
た
。

　

さ
て
本
工
事
は
、
そ
の
九
頭
竜
川
に
架

か
る
高
速
道
路
で
、
昭
和
47
年
の
最
初
の

開
通
か
ら
半
世
紀
近
く
が
経
過
し
、
交
通

量
の
増
加
や
寒
冷
地
特
有
の
凍
結
防
止
剤

の
散
布
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
維

持
修
繕
・
改
良
工
事
に
よ
る
保
全
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
劣
化
や
損
傷
が
著
し
い

こ
と
か
ら
大
規
模
な
更
新
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。工
事
は
、高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
一
環
と
し
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ

Ｃ
床
版
へ
取
替
え
を
行
う
も
の
で
す
。高

速
道
路
上
で
対
面
通
行
規
制
に
よ
る
施
工

と
な
り
、
工
事
に
よ
る
社
会
的
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
工
程
短
縮
を
目
的
と

し
て
、
床
版
と
壁
高
欄
を
一
体
と
し
た
も

の
を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、Ｐ
Ｃ
床
版
の

継
手
構
造
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
に
よ
り
プ
レ
ス

ト
レ
ス
を
導
入
し
て
一
体
化
を
図
っ
て
お

り
、
よ
り
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
Ｐ

Ｃ
鋼
材
の
廻
り
を
保
護
し
た
も
の
を
使
用

し
ま
し
た
。架
設
は
、大
型
ク
レ
ー
ン
を
使

用
し
４
枚
／
日
行
い
２
期
に
分
け
て
１
９

８
枚
の
床
版
を
設
置
し
ま
し
た
。床
版
の

平
坦
性
を
保
ち
、
縦
締
め
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
位

置
も
合
わ
せ
、
さ
ら
に
壁
高
欄
の
通
り
も

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
確
認
ポ
イ
ン
ト

が
多
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
床
版

架
設
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
床
版
取
替
工
の
施
工
を
終
え
る

と
吊
足
場
を
利
用
し
て
鋼
桁
の
塗
替
塗
装

工
を
施
工
し
て
い
ま
す
。塗
装
作
業
は
、気

温
や
湿
度
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
た
め

冬
季
の
施
工
は
で
き
ず
、
限
ら
れ
た
期
間

で
施
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

工
程
調
整
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
安
全

面
で
は
火
災
に
よ
る
災
害
、
塗
装
材
料
に

よ
る
中
毒
災
害
に
細
心
の
注
意
を
払
い
施

工
を
し
ま
し
た
。

　

床
版
取
替
工
事
は
各
所
で
大
規
模
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
規
制
を
最
小
限
に

で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。よ
り
安
心
・
安
全
な
施
工
で
、

地
域
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
に

今
後
も
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

      

﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス 

近
藤  

薫
﹈

The renewal project for Kuzuryu river Bridge by PCa PC slab
九頭竜川橋床版取替工事14.

 Integration of PC Slab and concrete barrier
壁高欄一体型プレキャストPC床版の採用
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が
れ
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非
常
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で
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と
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、
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も
の
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使
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型
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使
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／
日
行
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期
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１
９
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ま
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た
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、
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せ
、
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に
壁
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通
り
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確
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け
れ
ば
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認
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ト

が
多
く
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労
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
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を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
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の
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鋼
桁
の
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は
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や
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の
影
響
を
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に
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開
発
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性
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よ
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。

　

      

﹇
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富
士
ピ
ー
・
エ
ス 

近
藤  

薫
﹈

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
有 効 幅 員
施 工 方 法

九頭竜川橋床版取替工事
（くずりゅうかわはししょうばんとりかえこうじ）

中日本高速道路㈱
富士ピー・エス・安藤・間 JV
福井県福井市北野上町
平成31年１月～令和３年５月
鋼 (３+２+３）径間連続非合成鈑桁橋（４主桁）
454.9m
10.0m
プレキャスト PC 床版による床版取替

▲ あゆ釣り ▲ プレキャスト床版架設

▲ 壁高欄一体型プレキャストPC床版

▲ 塗替塗装完了

北
陸
自
動
車
道

北
陸
本
線

九頭竜川橋
床版取替工事

福井
空港

丸岡

春江

福井

416

416

3648

九頭
竜川

福井北IC
永平寺IC

永平寺
参道IC松岡IC

中部縦貫自動車道
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西
湘
バ
イ
パ
ス
は
、
神
奈
川
県
大
磯
町
か

ら
小
田
原
市
を
結
ぶ
国
道
１
号
線
の
バ
イ

パ
ス
で
あ
り
、
相
模
湾
を
望
む
海
岸
沿
い
に

あ
る
こ
と
か
ら
眺
め
の
良
い
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
早
川

Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
に
は
小
田
原
漁
港
や
漁
港
の

駅
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
ト
ト
コ
）
」
も
あ
り
、

海
鮮
グ
ル
メ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

施
工
箇
所
は
早
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
に
架
橋

さ
れ
て
い
る
早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
と
萬
丈
橋
の

下
り
線
で
す
。早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
は
小
田
原

西
Ｉ
Ｃ
か
ら
石
橋
Ｉ
Ｃ
方
向
と
な
る
熱
海

方
面
へ
の
ラ
ン
プ
路
で
あ
り
、萬
丈
橋（
下
り

線
）
は
小
田
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
小
田
原
西
Ｉ
Ｃ

方
向
と
な
る
箱
根
方
面
へ
の
一
部
分
で
す
。

西
湘
バ
イ
パ
ス
は
開
通
50
周
年
を
迎
え
る

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、海
岸
に
沿
っ
て

建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の
増

加
や
塩
害
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
部

分
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

Ｐ
Ｃ
床
版
（
以
下
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
）
へ

の
床
版
取
替
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
は
、ラ
ン
プ
路
で
あ
る
た

め
幅
員
が
狭
く
、
通
行
止
め
規
制
で
の
工
事

が
必
要
で
す
が
、熱
海
、伊
豆
方
面
の
観
光
地

への
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
で
週
末
に
は
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
平
日
５
日
間

の
昼
夜
施
工
で
の
床
版
取
替
が
可
能
な
設
計

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。通
常
の
床
版

取
替
で
は
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
の
橋
軸
方
向

継
ぎ
手
は
ル
ー
プ
継
ぎ
手
で
す
が
、
型
枠
や

鉄
筋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
作
業
に
よ
り
１

週
間
で
取
替
え
ら
れ
る
床
版
枚
数
が
少
な

く
な
り
施
工
が
長
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床

版
間
の
目
地
を
３
㎝
の
モ
ル
タ
ル
目
地
と
し
、

Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
を
橋
軸
方
向
の
Ｐ
Ｃ
接
合

と
す
る
こ
と
で
、型
枠
・
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
作
業
を
な
く
し
、
２
班
に
よ
り
１
週

間
で
10
枚
の
床
版
取
替
を
行
う
計
画
と
し

ま
し
た
。な
お
実
施
工
で
は
、工
事
箇
所
が
住

居
近
接
で
あ
る
た
め
騒
音
問
題
を
考
慮
し
、

週
末
を
含
め
た
連
続
通
行
止
め
で
の
昼
間
施

工
と
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
に
つ
い

て
は
観
光
地
への
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
を

優
先
し
、一時
的
に
交
通
を
解
放
し
ま
し
た
。

　

萬
丈
橋
は
、
一
部
区
間
で
上
空
に
早
川
Ｂ

ラ
ン
プ
橋
が
立
体
交
差
し
て
い
た
た
め
、高
さ

約
５
ｍ
の
制
限
下
で
床
版
取
替
を
行
う
必

Replacement of deck slab on the ramp bridges of the Seisho-bypass
西湘バイパスのランプ橋での床版取替

Replacement of deck slab on 
the Hayakawa B-ramp bridge and the Banjyo bridge 

早川Bランプ橋
萬丈橋床版取替工事

15.

要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、低
空
で
施
工
が

可
能
な
床
版
取
替
機
を
Ｊ
Ｖ
内
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
開
発
を
依
頼
し
て
実

装
し
ま
し
た
。こ
の
床
版
取
替
機
（
名
称
Ｓ

Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
（
ス
フ
ィン
ク
ス
）
）
は
、
走
行

時
や
架
設
時
の
縦
横
断
勾
配
を
自
動
で
制

御
で
き
る
他
、
揚
程
を
確
保
す
る
た
め
特
注

の
電
動
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
搭
載
し
、専
用

吊
具
は
既
設
床
版
の
剥
離
機
能
を
有
し
て

い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
感

染
防
止
対
策
に
注
力
し
な
が
ら
、
４
月
か
ら

７
月
の
施
工
で
あ
っ
た
た
め
、
熱
中
症
対
策

に
も
気
を
付
け
な
が
ら
の
作
業
で
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
熱
中
症

患
者
も
で
る
こ
と
な
く
施
工
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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▲ 早川Bランプ橋施工中

▲ 萬丈橋施工中 ▲ 萬丈橋完成（早川Bランプ交差部）
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西
湘
バ
イ
パ
ス
は
、
神
奈
川
県
大
磯
町
か

ら
小
田
原
市
を
結
ぶ
国
道
１
号
線
の
バ
イ

パ
ス
で
あ
り
、
相
模
湾
を
望
む
海
岸
沿
い
に

あ
る
こ
と
か
ら
眺
め
の
良
い
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
早
川

Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
に
は
小
田
原
漁
港
や
漁
港
の

駅
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
ト
ト
コ
）
」
も
あ
り
、

海
鮮
グ
ル
メ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

施
工
箇
所
は
早
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
に
架
橋

さ
れ
て
い
る
早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
と
萬
丈
橋
の

下
り
線
で
す
。早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
は
小
田
原

西
Ｉ
Ｃ
か
ら
石
橋
Ｉ
Ｃ
方
向
と
な
る
熱
海

方
面
へ
の
ラ
ン
プ
路
で
あ
り
、萬
丈
橋（
下
り

線
）
は
小
田
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
小
田
原
西
Ｉ
Ｃ

方
向
と
な
る
箱
根
方
面
へ
の
一
部
分
で
す
。

西
湘
バ
イ
パ
ス
は
開
通
50
周
年
を
迎
え
る

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、海
岸
に
沿
っ
て

建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の
増

加
や
塩
害
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
部

分
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

Ｐ
Ｃ
床
版
（
以
下
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
）
へ

の
床
版
取
替
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

早
川
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
は
、ラ
ン
プ
路
で
あ
る
た

め
幅
員
が
狭
く
、
通
行
止
め
規
制
で
の
工
事

が
必
要
で
す
が
、熱
海
、伊
豆
方
面
の
観
光
地

への
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
で
週
末
に
は
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
平
日
５
日
間

の
昼
夜
施
工
で
の
床
版
取
替
が
可
能
な
設
計

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。通
常
の
床
版

取
替
で
は
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
の
橋
軸
方
向

継
ぎ
手
は
ル
ー
プ
継
ぎ
手
で
す
が
、
型
枠
や

鉄
筋
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
作
業
に
よ
り
１

週
間
で
取
替
え
ら
れ
る
床
版
枚
数
が
少
な

く
な
り
施
工
が
長
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床

版
間
の
目
地
を
３
㎝
の
モ
ル
タ
ル
目
地
と
し
、

Ｐ
C
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
を
橋
軸
方
向
の
Ｐ
Ｃ
接
合

と
す
る
こ
と
で
、型
枠
・
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
作
業
を
な
く
し
、
２
班
に
よ
り
１
週

間
で
10
枚
の
床
版
取
替
を
行
う
計
画
と
し

ま
し
た
。な
お
実
施
工
で
は
、工
事
箇
所
が
住

居
近
接
で
あ
る
た
め
騒
音
問
題
を
考
慮
し
、

週
末
を
含
め
た
連
続
通
行
止
め
で
の
昼
間
施

工
と
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
に
つ
い

て
は
観
光
地
への
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
を

優
先
し
、一時
的
に
交
通
を
解
放
し
ま
し
た
。

　

萬
丈
橋
は
、
一
部
区
間
で
上
空
に
早
川
Ｂ

ラ
ン
プ
橋
が
立
体
交
差
し
て
い
た
た
め
、高
さ

約
５
ｍ
の
制
限
下
で
床
版
取
替
を
行
う
必

件 名

発 注 者 名
施工会社名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員

施 工 方 法

早川Bランプ橋、萬丈橋床版取替工事
（はやかわBらんぷきょう、ばんじょうばししょうばんとりかえこうじ）

中日本高速道路㈱
IHI インフラ建設・IHI インフラシステム JV
神奈川県小田原市南町
令和元年11月～令和3年12月
早川Bランプ橋：鋼4径間連続非合成鈑桁橋
萬丈橋：鋼3径間連続非合成箱桁橋

早川Bランプ橋：135.0ｍ
萬丈橋：163.0ｍ

早川Bランプ橋：6.5ｍ
萬丈橋：8.1ｍ

早川Bランプ橋：クレーンによる縦締めPC構造
を採用したPCaPC床版による床版取替
萬丈橋：クレーンと床版取替機を併用した
PCaPC床版による床版取替

要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、低
空
で
施
工
が

可
能
な
床
版
取
替
機
を
Ｊ
Ｖ
内
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
開
発
を
依
頼
し
て
実

装
し
ま
し
た
。こ
の
床
版
取
替
機
（
名
称
Ｓ

Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
（
ス
フ
ィン
ク
ス
）
）
は
、
走
行

時
や
架
設
時
の
縦
横
断
勾
配
を
自
動
で
制

御
で
き
る
他
、
揚
程
を
確
保
す
る
た
め
特
注

の
電
動
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
搭
載
し
、専
用

吊
具
は
既
設
床
版
の
剥
離
機
能
を
有
し
て

い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
感

染
防
止
対
策
に
注
力
し
な
が
ら
、
４
月
か
ら

７
月
の
施
工
で
あ
っ
た
た
め
、
熱
中
症
対
策

に
も
気
を
付
け
な
が
ら
の
作
業
で
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
熱
中
症

患
者
も
で
る
こ
と
な
く
施
工
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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早川Bランプ橋・萬丈橋
床版取替工事

135

255

1

1

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
本
線

小田原

早川早川

石橋IC

箱根口IC

小田原西IC

荻窪IC
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